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広報いずみさの 平成28年5月号　もくじ
今月の表紙：約60年ぶりに泉佐
野市で開催された大相撲巡業。3
横綱（左より鶴竜関・日馬富士関・ 
白鵬関）と記念写真に納まったの
は、千代松市長（左）と今回の巡
業の勧進元である泉佐野市観光協
会の東條仁哲会長（右）です。
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約
60
年
ぶ
り
に
大
相
撲
が

　

 

泉
佐
野
に
や
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て
き
た
！
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大相撲巡業 ～泉佐野場所～大相撲巡業 ～泉佐野場所～
　

４
月
５
日
㈫
、
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
末
広
体
育
館
（
市
民
総
合
体
育

館
）
に
お
い
て
泉
佐
野
市
で
は
約
60
年
ぶ
り
と
な
る
「
大
相
撲

巡
業
〜
泉
佐
野
場
所
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
泉
佐
野
市
観

光
協
会
が
事
務
局
と
な
っ
て
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
多
く

の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

泉
佐
野
市
は
関
西
国
際
空
港
の
玄
関
都
市
で
あ
り
、
今
年
は

関
空
の
対
岸
に
あ
る
「
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
」
の
ま
ち
び
ら
き
か

ら
ち
ょ
う
ど
20
周
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
記
念
と
し
て
街
を
に

ぎ
や
か
に
で
き
た
ら
と
い
う
こ
と
で
開
催
し
、
満
員
御
礼
で
大

成
功
と
な
り
ま
し
た
。

大相撲巡業 ～泉佐野場所～

AR
動画

迫
力
の
取
組
に
大
き
な
拍
手
と
歓
声
!!
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　用意した2420席は完売で、お目当ての力士
を見ようと、会場前では朝早くから長蛇の列が
できていました。開場を知らせる寄せ太鼓が鳴
り響き、泉佐野場所がスタート。会場に入ると、
人気力士との握手会が行われていました。

　現在多くのモンゴル出身力士がい
ますが、泉佐野市はモンゴルのトゥ
ブ県と平成25年に「友好交流に関す
る覚書」を結んでおり、トゥブ県知
事をはじめとする代表団も会場で観
戦されました。
　また会場の外には、トゥブ県より
寄贈いただいたモンゴルの移動式住
居である「ゲル」も展示されました。

　幕内取組の前には、子どもたちが人気力士との相撲
に挑戦。子どもたちが力士に軽々と持ち上げられたり、
小さい子どもが大きな力士を倒したりして、会場は大
いに盛り上がりました。
　こども相撲に参加した子どもたちは、人気力士と相
撲をとるだけでなく、大きな声であいさつするなど、
礼儀作法も学んでいました。

AR
動画

AR
動画

広報いずみさの 平成28年5月号3
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我
が
国
の
景
気
は
、
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
お
り
、
先
行
き
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
財
政

政
策
の
効
果
に
よ
り
、
緩
や
か
な
回

復
に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な

か
、
安
倍
内
閣
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

第
二
ス
テ
ー
ジ
と
し
ま
し
て
、「
新
・

三
本
の
矢
」
を
打
ち
出
し
、「
一
億

総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
と
は
、
人

口
１
億
人
を
維
持
し
、
す
べ
て
の
人

が
生
き
が
い
を
持
っ
て
充
実
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
こ

と
で
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
メ

イ
ン
エ
ン
ジ
ン
は
、
昨
年
度
か
ら
全

国
的
な
う
ね
り
と
し
て
高
ま
っ
て
き

ま
し
た
「
地
方
創
生
」
で
あ
り
ま
す
。

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
こ
の
「
地
方

創
生
」
の
波
に
決
し
て
乗
り
遅
れ
る

こ
と
な
く
、
昨
年
10
月
に
策
定
い
た

し
ま
し
た
「
泉
佐
野
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
並
び
に
「
泉
佐
野
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基

づ
き
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
が

活
性
化
す
る
、
ま
ち
が
元
気
に
な
る

施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
多
様

化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
と
時
代
の
流
れ

に
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

一
方
、大
阪
府
に
お
き
ま
し
て
も
、

大
阪
の
強
み
を
生
か
し
た
「
地
方
創

生
」
の
取
組
を
進
め
て
い
く
と
し
、

西
日
本
随
一
の
都
市
と
し
て
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
、「
首
都
・
東

京
」
と
と
も
に
我
が
国
全
体
の
発
展

を
け
ん
引
す
る
「
副
首
都
・
大
阪
」

の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
く
と
し
て
い

ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
財
政
状

況
と
し
ま
し
て
、
財
政
健
全
化
団
体

よ
り
脱
却
し
た
も
の
の
、
今
後
も
地

方
債
残
高
を
多
く
抱
え
、
多
額
の
公

債
費
負
担
が
継
続
す
る
こ
と
は
、
財

政
健
全
化
団
体
の
時
と
全
く
変
わ
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
地
方
交
付
税
制
度

の
改
正
や
社
会
保
障
費
の
増
加
な
ど

不
確
定
な
要
素
も
多
い
こ
と
か
ら
、

再
び
財
政
健
全
化
団
体
に
陥
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、昨
年
３
月
策
定
の「
中

期
財
政
計
画
」
に
基
づ
い
た
取
組
を

継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年

度
当
初
予
算
編
成
に
お
き
ま
し
て

は
、「
地
方
創
生
」
と
「
中
期
財
政

計
画
」
を
両
立
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
黒
字
決
算
を
維
持
し
て
い
く
た

め
、
歳
出
面
で
は
限
り
あ
る
財
源
を

最
大
限
に
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
活

用
す
る
た
め
の
事
業
の
選
択
と
集
中

を
進
め
、
歳
入
面
で
は
税
外
収
入
に

加
え
、
新
た
な
財
源
の
創
出
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、「
地
方
創
生
」
で

は
国
か
ら
の
交
付
金
を
は
じ
め
、
基

金
の
活
用
な
ど
、
そ
の
財
源
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
く
こ
と
な
く
、
市
民
ニ
ー
ズ
を

反
映
し
た
行
政
施
策
な
ど
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平成28年度 施政に関する基本方針  平成28年度 施政に関する基本方針  
「賑わいと歴史ある迎都 泉佐野」「賑わいと歴史ある迎都 泉佐野」

～ひとを育み ひとにやさしく～～ひとを育み ひとにやさしく～
　千代松市長は3月2日の定例市議会で、平成28年度の施政に関　千代松市長は3月2日の定例市議会で、平成28年度の施政に関
する基本方針を表明しました。する基本方針を表明しました。

一
般
会
計
予
算
の
特
徴

〜
実
質
的
に
は
、
対
前
年
度
比
39
億
８
千
万
円
（
10.0
％
）
の
増

「
新
泉
佐
野
創
生
」
を
目
指
す
予
算
〜

問
合
先　

行
財
政
管
理
課

平
成
平
成
2828
年
度
当
初
予
算

年
度
当
初
予
算  

総
額
総
額  

９
２
０
億
２
，
５
０
３
万
円

９
２
０
億
２
，
５
０
３
万
円

　

平
成
28
年
度
の
当
初
予
算

は
、
中
期
財
政
計
画
に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改

革
の
取
組
を
継
続
し
て
い
く

も
の
と
し
、「
地
方
創
生
」 

と 

「
中
期
財
政
計
画
」 

を
両
立
し

な
が
ら
、「
新
泉
佐
野
創
生
」 

を
め
ざ
す
予
算
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、「
子
育

て
支
援
」
で
は
、
こ
ど
も
医

療
費
助
成
の
通
院
分
を
中
学

校
３
年
生
ま
で
拡
充
、「
教

育
環
境
の
充
実
」
で
は
、
佐

野
中
学
校
に
50
ｍ
プ
ー
ル
を

整
備
、「
防
災
対
策
」
で
は
、

旧
樫
井
酪
農
団
地
用
地
を
活

用
し
た
防
災
公
園
の
整
備
、

「
ま
ち
の
活
性
化
・
賑
わ
い

の
創
出
」
で
は
、
熊
取
駅
西

地
区
整
備
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー

　

施
政
方
針
は
抜
粋
し
た
も
の
で

す
。
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:

//w
w
w
.city.izum

isano.lg.
jp
/ka

ku
ka
/ko

u
sh
itsu

/
seisaku/m

enu/sisei_hosin/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会 計 名 平成28年度（万円）平成27年度（万円）比較増減（万円）比率(%)
一般会計 544億5,560 443億   972 101億4,588 122.9 
繰上償還および借換債除く（＊1・2） 439億6,078 399億7,972 39億8,106 110.0 

国民健康保険事業特別会計 138億5,274 140億3,472 △1億8,198 98.7 
下水道事業特別会計 71億6,390 71億   144 6,246 100.9 
前年度繰上充用金および借換債除く（＊2・3） 49億5,390 47億2,724 2億2,666 104.8 

公共用地先行取得事業特別会計 3億5,100 3億4,991 109 100.3
介護保険事業特別会計 84億9,977 82億1,273 2億8,704 103.5
後期高齢者医療事業特別会計 11億3,588 10億8,038 5,550 105.1 
病院事業債管理特別会計 20億3,064 22億   257 △1億7,193 92.2 
水道事業会計 45億3,550  43億1,863  2億1,687 105.0 

合　　　　計 920億2,503 816億1,010 104億1,493 112.8

各

会

計

予

算

（＊1）繰上償還…今後の財政運営を考慮し利子負担軽減のために償還を繰り上げて行うもの
（＊2）借換債…満期時に一部を借り換えするもの（＊3）前年度繰上充用金…前年度の赤字見込額
※これらを除いたものが実質的な予算規模になります。
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特集「施政方針・当初予算」

【人権】
●「泉佐野市人権意識調査結果報告書」により、人権に関
する市民の意識を分析し、人権行政施策を推進します。
●総合生活相談は、相談者に寄り添った対応に努め、その
機能の充実を図ります。
●市民交流センターは、耐震化工事を実施します。また、北部
市民交流センターは公民館機能を、南部市民交流センターは学
校教育・社会教育機能を持つ複合施設に向けた準備を進めます。
【男女共同参画】
●ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・ハラス
メントなどの相談対応やその防止・啓発に努めます。
●「女性活躍推進法」を周知し、女性の社会活躍を支援します。
●ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）や女性
の就労継続が整えられるように取り組みます。
【平和】
●「非核平和都市宣言」のもと、人権・平和意識の高い社
会環境の形成に努めます。
【国際化】  
●中国上海市徐匯区や宝山区へ友好代表団を派遣します。

【産業】
●地場野菜の消費拡大とエコ農産物生産者の支援のため、
農業団体との連携に取り組みます。
●「農業祭」など地産地消活動の支援や地場食材を活用
した独創的な加工商品の開発に取り組み、泉佐野産（もん）
の普及促進に努めます。
●森林所有者、大阪府森林組合、大阪府と連携して、森
林の保護を推進する取組を展開します。
●「泉佐野市ワタリガニの普及の促進に関する条例」を
制定し、魚食の普及、知名度向上に努めます。また、「海
鮮焼市場」に関連する施設整備を進めます。
●本市で創業を希望する女性をターゲットにした起業支
援セミナーの開催や創業支援補助事業を実施します。
【観光】
●観光交流プラザ「りんくうまち処」および観光情報プ
ラザ「関空まち処」を拠点として、訪日外国人旅行者へ
手ぶら観光、ハラル食などの情報を発信し、満足度向上

およびインバウンド観光の推進に取り組みます。
●国際会議などのMICE（マイス）や統合型観光リゾート
（IR）の誘致に向け、必要な取組を行います。
●いわゆる「おもてなし条例」により、訪日外国人旅行
者の受入環境整備や滞在促進を充実させるため、宿泊施
設の誘致に取り組みます。また、公衆無線LAN（Wi-Fi）
環境の基盤整備や電子マネーなどのキャッシュレス化を
検討します。
●郷土の伝承芸能の1つである「佐野くどき」の踊りの輪
を広げる取組など、さらなる地域のにぎわいの創生をめ
ざします。
【雇用・労働】
●就職困難者等に対して、多様化するニーズにあった就
労支援に取り組みます。
●就労支援フェアを通じて、市民の就労・雇用の機会を
提供し、就職率の向上を図ります。

ム
へ
の
助
成
拡
充
な
ど
を
は

じ
め
と
す
る
施
策
を
中
心
に

重
点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
財
政
改
革
の
取

組
と
し
て
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
の
セ
ー
ル
ア
ン
ド
リ
ー

ス
バ
ッ
ク
方
式
の
導
入
や
窓

口
業
務
委
託
の
拡
大
、
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
の
拡
充
な

ど
財
源
確
保

に
努
め
て
、

安
定
的
な
財

政
運
営
を
図

る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

市民と協働し、すべてのひとが輝くまちづくり

活力をうみ、賑わいのあるまちづくり

また、モンゴル国トゥブ県とは、友好代表団やマラソン選
手の受け入れ、寄贈を受けたゲル（遊牧民の移動式住居）
の有効活用など、さらなる交流を進めます。
●オーストラリア・サンシャインコースト市と青少年海外
派遣研修事業をはじめ、マラソン選手の相互派遣や文化
交流事業を実施します。
【情報・通信】
●平成29年1月より、住民情報系システムの自治体クラ
ウドでの運用に向けて取り組みます。
●わかりやすい情報を「広報いずみさの」やホームペー
ジなどを通じて積極的に発信します。また、駅前での広
報活動を引き続き実施します。
【参画と協働】
●タウンミーティングや市政モニター制度により、市民
の意見を市政に反映します。
●市民通報システム「まちレポ泉佐野おせチョ～」の運用
により、市民と行政との迅速・正確な情報伝達に努めます。
●市民公益活動団体における市民活動の情報発信に努め
ます。

一般会計 歳入
544億 ５，５６０万円

諸収入
 3億8,658万円 （0.7％）

使用料および手数料・分担金および使用料および手数料・分担金および
負担金・繰入金・財産収入・寄附金負担金・繰入金・財産収入・寄附金
 146億 239万円（26.8％） 146億 239万円（26.8％）

地方交付税・譲与税・交付金地方交付税・譲与税・交付金
 46億9,220万円（8.6％） 46億9,220万円（8.6％）

市債市債  
  47億1,740万円  （8.7％）47億1,740万円  （8.7％）

市税市税
 206億8,167万円 206億8,167万円
 （38.0％） （38.0％）

国・府支出金国・府支出金
 93億7,536万円（17.2％） 93億7,536万円（17.2％）

一般会計 歳出
544億５，５６０万円
（目的別） 

一般会計 歳出
544億5,560万円
（性質別） 

補助費等
  62億 621万円62億 621万円

（11.4％）（11.4％）

人件費人件費 
52億7,316万円  （9.7％）

繰出金
 56億2,993万円  （10.3％） （10.3％）

普通建設事業費
 32億7,521万円（6.0％）

維持補修費・貸付金など
 2億4,111万円（0.4％）

扶助費扶助費
  88億4,522万円88億4,522万円
  （16.3％）  （16.3％）物件費物件費

 65億7,777万円  65億7,777万円 
（12.1％）（12.1％）

公債費公債費
 165億5,861万円  165億5,861万円 
　　　　（30.4％）　　　　（30.4％）

衛生費衛生費
 40億 40億5,9575,957万円万円
 （7.5％） （7.5％）

教育教育費
 25億 286万円（4.6％）

消防費
 12億5,657万円（2.3％）

議会費
 2億9,206万円（0.5％）

積立金
 18億4,838万円（3.4％）

諸支出金諸支出金・農林水産業費・・農林水産業費・
商工費・商工費・労働費など労働費など
 23億4,835万円（4.3％） 23億4,835万円（4.3％）

民生費民生費
 171億 171億
8,925万円8,925万円
  （31.6％）  （31.6％）

公債費公債費
165億5,861万円  （30.4％）165億5,861万円  （30.4％）

土木費費
  39億7,431万円 （7.3％）39億7,431万円 （7.3％）

総務費
 62億7,402万円
 （11.5％）

広報いずみさの 平成28年5月号5

平成28年度 今年度の主な取組

泉佐野市H28.05月号.indb   5 2016/04/20   13:36:39



【消防・防災】
●地域における防災力の強化に向け、その中核を担う消
防団に対し、消防団車庫の建替による耐震化や装備、教
育訓練などの充実強化を図ります。
●11月の第1日曜日を「市民防災の日」と定め、全市域
全市民を対象とした「大防災訓練」を実施します。
●「国土強靭化地域計画」の策定に向け取り組みます。
【地域安全】
●市内8駅周辺に設置した防犯カメラの活用と新たに町
会・自治会による防犯カメラ設置の支援を行います。
●青色防犯パトロール事業により、犯罪のない安心して
暮らせるまちづくりを推進し
ます。
●自転車講習会に参加した65
歳以上の高齢者に自転車ヘル
メットの配付など、安全対策
や交通事故の撲滅に向けて推
進します。
【環境衛生・環境保全】
●「檀波羅公園墓地維持管理基本計画（仮称）」の策定を
進め、補修計画と合葬式墓地整備の可否などを検討しま
す。また、墓地区画の新規募集は年２回実施します。
●東佐野駅前への公衆トイレの設置に向け、関係機関と
協議を進めます。
●高齢者雇用の観点も兼ねた「まち美化清掃活動」を継
続します。
●家庭用燃料電池コージェネレーションシステム設置費

用補助制度を継続します。
●公共施設の屋根を利用した太陽光発電などの推進に努
めます。
【廃棄物処理】
●「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」に基づき、廃棄
物のさらなる削減と資
源循環の推進に努めま
す。
●廃棄物の収集運搬、
中間処理や最終処分は、
適正かつ安定的に行い
ます。
【消費生活】
●振り込め詐欺や高齢者の消費者被害などが多発してお
り、啓発講座の実施や相談員のスキルアップなど、対策
の強化を図ります。
●未成年者の消費者被害を未然
に防ぐため、消費者教育推進大
使に委嘱された「イヌナキン」
を活用した消費者教育の推進を
図ります。

【学校教育】
●「泉佐野市道徳教育振興条例」に基づき、道徳教育の
振興を図ります。
●学力向上の取組として、学力向上アドバイザーを配置
し、指導・助言を行います。
●授業にゆとりを持たせるために「夏休みの短縮」に加
え「土曜授業」を実施するとともに、「小学校3・4年生
における35人以下の少人数学級」を導入し、個別の課題
によりきめ細かく対応します。
●「英語教育推進事業」を全小中学校で実施し、ICT活用
教育の推進に努め、学校図書館の活性化を図り、子ども
の「読む・調べる」環境を整備します。
●体力向上の取組として、日本体育大学や大阪体育大学
との連携により講師の派遣などの取組を支援するほか、
「小学校対抗大運動会（SANOリンピック）」の開催など、
小中学生の運動意欲を高める取組を進めます。
●いじめ・不登校問題の解決に向け、関係機関との連携
を柱として、福祉的な視点も加味した総合的な支援体制
を確立します。
●小中学校の新通学区域については、その周知に努めま
す。また、第三小学校および佐野台小学校は、平成29年
度からの特認校への指定に向け取り組みます。
●学校施設の整備は、校舎内の整備を進め、トイレの洋
式化やエレベーターの設置などを年次的に行い、机・イ
スの更新を順次行い、教育施設の充実に努めます。
●市営プールの建て替
えや、佐野中学校敷地
内へのプール新設を計
画的に進めます。
●学校給食は、地元産
品を取り入れるなど、
安全で安心な給食の提
供に努めます。

【生涯学習・スポーツ】
●生涯学習センターおよび公民館、図書館の運営は、指
定管理者制度を導入し、市民サービスの向上に努めます。

●オリンピック開催
年であることから、本
市出身のトップアス
リートを応援し、ス
ポーツへの関心を高
め、地域スポーツの
振興、トップアスリー
トの育成につながる
よう取り組みます。
●市民総合体育館・
健康増進センターは、
民間の提案を受けな
がら、より効率的・効

果的な活用が図られるよう、指定管理者の選定について
検討します。
【歴史・文化】
●国史跡「日根荘遺跡」の適切な保存活用と整備に向け
た計画策定を進めます。
●国の重要文化財「奥家住宅」は、「奥家住宅再生プロジェ
クト」を活用し、保存修理を進めます。
●歴史館いずみさのは、指定管理者制度を導入し、市民
サービスの向上に努めます。
●オープン20周年を迎える総合文化センターは、セール
アンドリースバック方式の導入により売却し、25年間の
リース契約のもと、引き続き、公の施設として利用促進
に努めます。

安全で、ひとと地球にやさしいまちづくり

歴史・文化を大切にし、ひとを豊かに育むまちづくり
特集「施政方針・当初予算」
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【道路・交通】
●都市計画道路泉佐野土丸線は、基本設計を行い、早期
の事業実施に向け、関係機関と協議します。また、関西
国際空港と京奈和自動車道を結ぶ「京奈和関空連絡道路
（仮称）」の早期実現に向け取り組みます。
●コミュニティバスは、無料化により交通弱者やひきこ
もりの防止を図ります。また、観光周遊バスの無料運行
により、観光客の利便性を高めます。
【公園・緑地】
●公園遊具の修繕などを行い、公園施設の適正な維持管
理に努めます。
●「泉佐野南部公園（仮称）」は、多目的グラウンドを有
する防災公園として整備を進めます。
●りんくう公園予定地に、大阪府から土地を借り受けた
うえで、通年型のスケートリンク施設の誘致を進めます。
【上下水道】
●老朽化した配水管を計画的に更新するなど、災害に強
い水道施設の構築をめざします。また、年次的に配水幹
線のバックアップ機能の強化を図ります。
●本市への定住を促進するため、新
たに転入単身世帯に対する水道料金
などの減免制度を実施します。
●暮らしに必要不可欠な下水道を着
実に推進します。雨水整備は、浸水
区域の解消を図るため、計画的かつ
重点的に実施します。汚水整備は、
下水道普及率の向上を図るため、PFI
手法なども視野に入れ、効率的に進
めます。
【住宅】
●PFI手法の導入を検討し、「鶴原団地住宅第二期建替事
業」に着手します。

●本市への定住・移住を促進するため、「住宅総合助成制
度」や「空き家バンク登録制度」を実施します。
●耐震化では、耐震診断、耐
震設計、耐震改修、改修と同
時施工するリフォーム工事や
耐震性のない木造住宅の除却
工事に対し助成します。また、
市内業者に発注する一般的リ
フォーム工事に対しても助成
します。
【市街地整備】
●りんくうタウン北地区地区計画をはじめ、都市計画全
体の見直しに着手します。
●熊取駅西地区は、基幹道路の事業認可を取得し、用地
買収などに着手します。
●泉佐野駅周辺地区の活性化や訪日外国人旅行者の宿泊
需要に対応するため、ホテルの誘致を図るなど、泉佐野
東駅前交通広場の立体利用を誘導します。
【景観】
●景観行政団体として、景観の形成に努めます。
●「日根荘大木の農村景観」を通じて、地域の活性化に
つながる取組を地域とともに検討します。

【地域福祉】
●「第2次泉佐野市地域福祉計画・地域福祉活動計画」に
沿った共助機能を推進し、地域福祉セーフティネットの
構築に努めます。
●本市を含む3市3町で共同設置した広域福祉課では、平
成29年1月から身体障害者手帳などの認定・交付事務を
開始します。
【高齢者福祉】
●ひとり暮らし高齢者な
どが安心して生活できる
ように、地域での支え合い
を推進します。
●子どもを安心して産み
育てられ、高齢者が安心し
て暮らせる住環境を創る
ため、「三世代同居等支援
事業」を実施します。　
【児童福祉】
●「子ども・子育て支援事業計画」、「次世代育成支援行
動計画」の遂行に努めます。
●こども医療費助成事業の通院分の対象者を、中学校卒
業年度末まで拡大します。
●公立こども園の円滑な運営に努め、私立の幼稚園、保
育園、認定こども園と連携して、教育・保育の充実に努
めます。
●木馬園の耐震化工事をはじめ、施設の充実に努めます。
●留守家庭児童会を大木小学校において開始します。
●貧困家庭の子どもの居場所となるいわゆる「こども食
堂」の設置に向けた取組を進めます。

【障害者福祉】
●障害者計画および障害福祉計画である「いずみさの あ
いあいプラン」の着実な推進を図ります。
●「障害者差別解消法」に基づき、相談窓口の設置をは
じめ、相談支援体制の構築や啓発活動などを進めます。
【健康・医療】
●「健康都市宣言」を踏まえ、市民一人ひとりの健康を
支えていく施策を、市全体で取り組みます。
●妊産婦健診の府内最高水準の公費負担を維持し、不妊
症・不育症治療の支援を継続します。
●予防接種事業は、接種率の向上に努めます。
●各種がん検診事業は、検診機会の拡大を図り、受診勧
奨に努めます。
●りんくう総合医療センターは、公的医療を安定的に提
供できるよう支援します。また、泉州南部初期急病セン
ターは、小児科の診療日を増やすなど初期医療体制の充
実を図ります。
【社会保険等】
●「第6期介護保険事業計
画及び高齢者保健福祉計
画」に基づき、介護保険事
業の適正な運営に努めま
す。
●カラオケや音楽体操など
介護予防教室などの介護予
防事業に取り組みます。
●国民健康保険事業は、保
険料水準を維持し、医療費
の適正化などに努めます。

心地よく、くつろぎを感じるまちづくり

やさしさとふれあいのあるまちづくり
特集「施政方針・当初予算」
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学 校 園 紹 介

　本校では生活目標「場を美しく」「時を守り」「礼を正す」
を推進するため、昨年から「あいさつ・そうじ・はきもの」
を合い言葉に取り組みを進めています。
　3学期の始業式で生徒たちや、教職員が参加し書き初
めとして「あいさつ・そうじ・はきものができる生徒　
願　佐野三　日本一をめざそう」と書き記しました。一
文字一文字心をこめて書き、書き上がった作品に、生徒
と教職員全員が拍手をおくりました。この願いが叶うよ
うに具体的に次のような3点で取り組んでいます。
●あいさつ…民生委員児童委員さんのご協力を得て、1・
2学期の3ヵ月間毎週火曜日
と金曜日に、また、生徒会
や委員会の活動によって、
生徒が校門に立ち、あいさ
つ運動を展開しています。
　あいさつによって生徒と
地域の人とのコミュニケー
ションが成され、気持ちの
いい朝を迎えることができています。
●そうじ…「朝のさわやか清掃活動」は、毎週水曜日8
時から15分間、学校内の美化活動をしています。生徒が

自主的に参加するもので、参加
者は朝からそうじをすることに
より、心が磨かれ、さわやかな
気持ちで1日を迎えることができ
ています。この他にも、「夏ボラ」
と、「こころみがきトイレ清掃体
験会」を生徒会と地域の人の協
力で行っています。

●はきもの…本校のはきものを揃える実践の場は、体育
館を利用する時やトイレのスリッパを利用する時です。
生徒自ら揃えることの意義をアンケートよって考えさせ、
共有しています。
　三中は日本一をめざし、一歩一歩進んでいきます。

　 写真は3年生の算数の時間、小数の足し算です。
　小数の学習では小数が整数で表せない半端な大きさや
量を表す数であることを理解した後に、その加法を学ぶ
場面があります。

　その中で例題、0.5＋0.3を用
いて、子どもたちは、各自1枚
のホワイトボードを使って、な
ぜ、答えが0.8になるのかを考え
て説明していきます。
　これまで習ったことを駆使し
て、懸命に取り組みます。　　
　ジュースの図を描いている子
ども、ことばで理由を書いてい
る子ども…大切なことは、チャ
レンジすることです。課題を解

決するために、自分で考え、隣の人などと交流し、より
良い考え方や説明の仕方を工夫していきます。
　ホワイトボードは、その名の通り白い板で、専用のマ
ジック（水性）で書きます。失敗してもティッシュです
ぐに拭き取って消すことができます。また、相手にも見
やすい大きさで、視覚的に共有しやすく、隣同士で交流
したり、班で意見を出し合ったり、さらに、前の黒板に
貼り付けることもでき、ホワイトボードを使って全体の
場で説明することも可能です。ノートだとそうはいきま
せん。書き直すには消しゴムで消さなければなりません
し、その場で意見交流する
にはサイズが小さすぎます。
　「簡単に書けて、共有しや
すい」この利点を生かして
子どもたちの考えや意見を
引き出し、説明できる力を
つけていきます。

問合先
学校教育課

佐野三 日本一をめざそう 
～第三中学校～

ホワイトボードっていいやん 0.5＋0.3＝0.8
～長坂小学校～
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、
法
律

が
追
い
付
い
て
い
な
い
状
況
だ
そ
う
で

す
。
小
学
生
で
は
自
分
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
利
用
が
8
〜
25
％
と
一
見
低

い
も
の
の
、
家
族
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
使
用
を
あ
わ
せ
る
と
48
〜
56
％
に

上
っ
た
と
い
う
調
査
結
果
を
例
に
、
多

く
の
子
ど
も
が
小
学
生
時
代
か
ら
Ｓ
Ｎ

Ｓ
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
庭
で
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
に

つ
い
て
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
る
の
は
、
高

校
生
が
11
％
、
中
学
生
が
31
％
、
小
学
生

が
49
％
だ
そ
う
で
す
が
、
小
中
学
生
で
も

家
の
外
で
フ
リ
ーW

i-Fi

を
使
う
な
ど
、

保
護
者
の
知
ら
な
い
所
で
ネ
ッ
ト
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
と
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

は
大
人
が
考
え
る
よ
り
も
極
め
て
身
近

な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め

な
ど
の
問
題
行
動
は
、
多
く
の
深
刻
な
事

態
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
予
防
・
対
処
と
し
て
、
次

の
2
つ
の
提
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
つ
め
は
、大
人
も
子
ど
も
も
知
識
・

技
術
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
ネ
ッ
ト
の
特
性
で
あ
る
、
発
信

し
た
情
報
は
多
く
の
人
に
す
ぐ
広
ま

り
、
一
度
公
開
さ
れ
た
情
報
は
完
全
に

消
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
や
、
書
き

込
ん
だ
人
を
特
定
で
き
る
こ
と
な
ど
を

理
解
し
た
上
で
、
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

よ
う
子
ど
も
達
を
見
守
る
こ
と
、
他
人

を
誹
謗
中
傷
し
な
い
と
い
う
基
本
的
な

モ
ラ
ル
を
身
に
つ
け
、
社
会
ル
ー
ル
も

学
習
で
き
る
よ
う
、
家
庭
や
地
域
、
学

校
で
様
々
な
機
会
を
作
り
子
ど
も
達
に

伝
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

２
つ
め
は
、
大
人
と
子
ど
も
、
子
ど

も
と
子
ど
も
の
ア
ナ
ロ
グ
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
保
護
者
や
教
師
、
友
人
な
ど
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良
好
な
場
合
は
、

そ
う
で
な
い
場
合
に
比
べ
、
ネ
ッ
ト
上
の

危
険
性
を
回
避
す
る
行
動
を
取
っ
て
い
る

者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
交
わ

し
、
保
護
者
や
教
師
な
ど
周
り
の
大
人
に

気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
を
つ
く
る
こ
と

で
、子
ど
も
の
日
常
生
活
や
体
調
の
変
化
、

悩
み
事
の
有
無
な
ど
を
察
知
で
き
る
と
い

 

う
こ
と
で
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
普
及
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
つ

い
て
、
大
人
も
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、

使
い
方
に
つ
い
て
、子
ど
も
た
ち
と
し
っ

か
り
と
話
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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問合先　市民協働課

町会・自治会の活動
～地域の安全を守る～

　町会・自治会は、お互いに助け合いながら、身近な環境をよくするために、地域住民のみなさんが自主
的に運営している組織です。
　町会・自治会活動のうち地域の安全を守る活動を紹介します。
①防犯
　防犯灯は町会・自治会が設置・管理しています。また犯罪のない安心し
て住める地域づくりのため、防犯パトロールや子どもの登下校時の見守り
活動を実施しています。
②防災
　いつ発生するか分らない災害（地震・火事・水害など）に対処するため、
自主防災組織を結成したり、防災訓練などの自主防災活動を実施していま
す。日頃の地域ぐるみでの団結が、災害から人命や財産を守ります。

◎高齢者相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 2階
（問合先：地域包括支援センター ☎464-2977 
Fax462-5400）
◎障害者相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 2階
（問合先：基幹相談支援センター あいと ☎464-
3830 Fax462-5400）
◎高齢者・障害者の権利擁護に関する相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 2階
（問合先：泉佐野市権利擁護支援センター【社
会福祉協議会内】 ☎464-2259 Fax462-5400)
◎赤ちゃん相談会【予約制】
第4木曜日 13:00～14:30
保健センター（☎463-6001）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00
保健センター（☎463-6001）
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
第1水曜日（祝日除く） 9:30～10:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎風しん抗体検査【予約制】
第1・3月曜日（祝日除く） 10:00～11:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
来所の場合は電話で予約してください。
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:00～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

◎行政書士相談【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎税務相談
第3水曜日（2・3月除く） 13:00～16:00
市役所1階相談室（問合先：税務課）
◎国保夜間納付相談
第3木曜日 17:30～20:00　国保年金課
◎後期高齢者医療保険料納付相談
第3木曜日 17:30～20:00　国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 9:00～17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 9:00～17:00
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
泉佐野すえひろ保育園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 9:00～17:00　子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎463-5933）
月～金曜日 9:00～15:30
●シャイン（☎464-8750）
月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～16:00
社会福祉センター2階（問合先：障害福祉総務課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：障害福祉総務課）
◎心配ごと相談
月曜日 13:00～16:00
社会福祉センター 2階
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）

各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。
◎法律相談【予約制】
月曜日（第2月曜日除く)、第2水曜日
13:00～16:35
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:00
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00
市役所会議室ほか（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日 9:30～16:30
人権推進課
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
●火～金曜日 9:30～16:30
公益社団法人 泉佐野市人権協会

（☎458-7444）
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権推
進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎経営相談【予約制】 
第2・4火曜日（5月は第4のみ、11・12・1・
2月は第1または第3火曜日も実施）13:00
～17:50
消費生活センター（問合先：まちの活性課
☎469-3131）
◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
消費生活センター（☎469-2240）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

広報いずみさの 平成28年5月号9
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問合先　関西エアポート㈱ 広報グループ（☎455-2201）
ホームページ http://www.kansai-airport.or.jp/
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月
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Ｔ
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Ｃ
Ｓ

5

■関西国際空港からのフライトがますます充実！
　関西国際空港からの国際線のフライトが増え、ますま
す充実します！
　北米方面では、5月15日㈰から、昨年好評であったエ
アカナダ(AC)が関西＝バンクーバー線を週6便で2016年
も運航します。関西空港からカナダへの唯一の直行便と
なります。また、アジア方面へは5月16日㈪からタイ国
際航空(TG)が運航機材を大型化し、総2階建ての世界最
大の旅客機、エアバスA380型機を約1年ぶりに定期運航
するほか、5月18日㈬より、北京首都航空(JD)が関西＝
済南線へ週1便にて新規就航します。
　2016年夏期スケジュールは、9月ピーク時で、開港以
来最高便数の週1260便を計画し
ています。海外旅行の際には、関
西国際空港の国際線をぜひご利用
ください。

５
月
は
「
水
防
月
間
」

　

我
が
国
は
、
自
然
的
・
社
会
的
環

境
か
ら
洪
水
な
ど
に
よ
る
災
害
を
受

け
や
す
く
、
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
や

台
風
に
よ
る
洪
水
が
全
国
各
地
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

梅
雨
や
台
風
の
時
期
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
水
防

の
重
要
性
や
備
え
な
ど
、
水
防
に
対

す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ

く
期
間
で
す
。

　

災
害
に
備
え
て
次
の
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。 

●
自
ら
す
す
ん
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
気
象
情
報
か
ら
災
害
や
警
報
・

注
意
報
の
情
報
を
得
る
よ
う
に
す
る

●
自
ら
の
指
定
避
難
所
や
避
難
経
路

は
、
あ
ら
か
じ
め
家
族
で
決
め
て
お
く

●
最
低
３
日
分
の
食
料
、
常
備
薬
、

下
着
類
な
ど
を
入
れ
た
非
常
用
持
ち

出
し
袋
な
ど
を
準
備
し
て
お
く

※
指
定
避
難
所
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
市
発
行
の
防
災
マ
ッ
プ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト 

・
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.osak

a-bousai.net/

）】

【
河
川
防
災
情
報
（http://w

w
w
.

osaka-kasen-portal.net/sui-
bou/

）】

　

河
川
の
現
在
の
状
況
を
わ
か
り
や

す
い
絵
と
色
、
画
像
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
市
町
村
別
に
付
近
の
河
川
を

選
べ
ま
す
。

問
合
先　

市
民
協
働
課

５
月
は
「
宅
地
防
災
月
間
」

　

造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理
な
積
み

方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の
著
し
い
崖

面
な
ど
は
、
長
雨
、
大
雨
な
ど
に
よ

り
思
わ
ぬ
災
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
宅
地
災
害
は
、
い
っ

た
ん
起
こ
る
と
家
屋
や
家
財
、
と
き

に
は
尊
い
人
命
に
か
か
わ
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前

に
、
宅
地
造
成
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
起

こ
る
崖
崩
れ
や
土
砂
の
流
出
に
よ
る

災
害
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
宅
地
災

害
を
な
く
す
た
め
、
府
や
市
、
消
防

署
や
警
察
署
、
関
係
機
関
な
ど
が
協

力
し
宅
地
防
災
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
、
宅
地
造
成
地

や
土
砂
採
取
地
な
ど
の
安
全
性
な
ど

を
点
検
・
指
導
し
ま
す
。

●
宅
地
防
災
技
術
研
修
会

　

宅
地
造
成
事
業
者
や
設
計
者
な
ど

を
対
象
に
宅
地
防
災
に
関
す
る
技
術

研
修
会
を
5
月
下
旬
に
開
催
し
ま

す
。詳
し
く
は
府 
建
築
指
導
室
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
家
庭
で
も
宅
地
災
害
を
未
然
に
防
ぐ

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
】

　

自
宅
の
周
辺
を
点
検
し
、
必
要
な

と
き
は
早
急
に
適
切
な
処
置
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
石
垣
、
擁
壁
に
亀
裂
な
ど
が
入
っ

て
い
な
い
か
。
水
が
し
み
出
し
て
い

な
い
か

●
石
垣
、
擁
壁
な
ど
の
水
抜
き
穴
か

ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出
て
い
る
か

●
地
盤
が
沈
下
し
て
い
な
い
か

●
排
水
用
の
溝
に
泥
な
ど
が
つ
ま
っ

て
い
な
い
か

※
詳
し
く
は
府 

建
築
指
導
室
発
行

の｢

石
積
み
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
よ
う

壁
の
自
己
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル｣

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
府 

建
築
指
導
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

チ
ラ
シ
配
布
・
相
談
・
問
合
先

●
市 

都
市
計
画
課

●
府 

審
査
指
導
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
７
２
０
）

▲QRコード

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
通
知

で
災
害
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　

登
録
す
れ
ば
防
災
情
報
メ
ー
ル
が

送
信
さ
れ
ま
す
。　
　

登
録
方
法

①
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、

「to
uro
ku@

o
saka-b

o
usai.

net

」
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。

②
「
登
録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
が
返
信
さ
れ

ま
す
。

③
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
の
「
登
録
用

Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
登
録
料
・
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、

メ
ー
ル
の
送
受
信
に
か
か
る
通
信
料

は
必
要
で
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
い
ず
み
さ
の
４
月
号
32

ペ
ー
ジ（
裏
表
紙
）に
掲
載
の「〝
手

ぶ
ら
で
気
軽
に
〞
海
鮮
焼
市
場
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！
」
の
記

事
に
お
き
ま
し
て
、「
基
本
料
金
」

に
「（
税
別
）」
の
標
記
が
抜
け
て

お
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。
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教
育
長
に
奥　

真
弥
氏

　

泉
佐
野
市
議
会
３
月
定
例
会
で
議

会
の
同
意
を
受
け
て
、
４
月
１
日
付

け
で
、
奥　

真
弥
氏
（
58
歳
）
が
教

育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

平成28年度　家庭用燃料電池コージェネレーションシステム
（エネファーム）設置補助
　市では、温室効果ガスの排出を抑制し、地球温暖化防止に寄与するため、
市内の住宅で家庭用燃料電池コージェネレーションシステム（エネファーム）
を新たに設置し使用する人に、設置費用の一部を補助します。
対象システム　未使用品で、一般社団法人 燃料電池普及促進協会（FCA）
が指定したもの
対象者　対象システム設置場所に住民登録し、次のすべての要件を満たす市内
在住者
●国が実施するエネファーム導入に係る補助事業を行い、「国の補助金の額
の確定通知書」を交付されている
●自ら居住する住宅に対象システムを設置するか対象システム付き住宅を購
入した
●平成26年3月1日～平成29年2月28日に対象システムを設置し、引渡しを
受けた
●世帯全員が市税を滞納していない
●市補助金の交付を本人または同一世帯の人が受けていない
補助金額　5万円（定額）
補助予定件数　100件以内　
申込・問合先　6月15日㈬～来年3月15日㈬に所定の申請書に必要事項を記
入し、直接環境衛生課へ（郵送不可）
※申請書類は環境衛生課窓口にて受け取るか市ホームページ（環境衛生課）から
ダウンロードしてください。また、添付書類など詳しくは問い合わせてください。

期日前投票立会人を募集します
　選挙管理委員会では、若い世代のみなさんに選挙に
もっと関心を持っていただき、身近なものに感じても
らえるよう、20歳代の人を対象に、参議院議員通常選
挙の「期日前投票立会人」を募集します。
職務内容　期日前投票所の投票事務が公正に行われる
よう立ち会っていただきます。
応募（登録）資格　泉佐野市に住所があり、選挙権を
有する（泉佐野市の選挙人名簿に登録されている）20
歳代の人
※職務の性質上、特定の候補者の選挙運動に積極的に
携わっている人（携わる予定の人）は、応募をご遠慮
ください。
応募（登録）方法　「期日前投票立会人登録申込書」
に必要事項を記入し、5月2日㈪～31日㈫の市役所開
庁時間（土・日曜日、祝日除く）に選挙管理委員会事
務局へ応募者本人が直接持参してください。なお、登
録された人の中から、選挙管理委員会が選任します。
※申込書は選挙管理委員会事務局にあります。また、
市ホームページ（http://www.city.izumisano.lg.jp/
kakuka/senkyo/）からダウンロードもできます。
立会日　7月25日に任期満了となる、参議院議員の通
常選挙における公示日の翌日から投票日前日までの期
日前投票 期間で任意の日
立会時間　午前8時30分～午後8時
※午前8時30分～午後2時15分、または午後2時15分
～8時の半日でも可
立会場所　市役所 3階301会議室など（期日前投票所）
報酬　日額10,440円（所得税が源泉徴収されます）
※半日立会の人 は5,220円
その他
●登録完了後に、実際の立会日などについて確認させ
ていただきます。
●登録完了後でも、選挙が執行されない場合は立会業
務がありません。
問合先　選挙管理委員会事務局

５
月
12　　
日
は

民
生
委
員
児
童
委
員
の
日

　　

民
生
委
員
児
童
委
員
の
日
は
、
大

正
６
（
１
９
１
７
）
年
５
月
12
日
に

民
生
委
員
児
童
委
員
制
度
の
前
身
の

岡
山
県
済
世
顧
問
制
度
設
置
規
定
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の

で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
厚
生
労
働
大

臣
よ
り
委
嘱
を
受
け
た
民
生
委
員
児

童
委
員
（
主
任
児
童
委
員
13
人
を
含

む
）
１
５
８
人
が
、
常
に
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
、
生
活
上
の
心
配
ご
と

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

の
相
談
な
ど
、
様
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

問
合
先　

障
害
福
祉
総
務
課

　

奥
教
育
長
は
、
和
歌
山
大
学
を
卒

業
後
、
昭
和
56
年
４
月
に
末
広
小
学

校
教
諭
と
な
り
、長
南
小
学
校
教
頭
、

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
教
育
総

務
課
教
職
員
担
当
参
事
、
北
中
小
学

校
校
長
、
長
坂
小
学
校
長
な
ど
を
歴

任
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
を
務
め
ら
れ
て
き
た
中
藤

辰
洋
氏
は
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
任

さ
れ
ま
し
た
。
中
藤
氏
は
、
平
成
21

年
４
月
に
教
育
長
に
就
任
、
７
年
間

に
わ
た
り
学
力
向
上
対
策
や
教
育
環

境
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
市
の
教
育

行
政
の
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

問
合
先　

教
育
総
務
課

檀
波
羅
公
園
墓
地
使
用
の
み
な
さ
ん

こ
ん
な
と
き
に
は
手
続
き
を

　

檀
波
羅
公
園
墓
地
の
使
用
に
あ
た

り
、
左
記
の
事
項
が
生
じ
た
時
は
手

続
き
が
必
要
で
す
。

●
使
用
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

●
使
用
者
の
住
所
、
氏
名
な
ど
を
変

更
し
た
と
き

●
使
用
許
可
証
を
紛
失
し
た
と
き

●
お
墓
に
埋
葬
・
改
葬
す
る
と
き

●
墓
地
を
市
へ
返
還
す
る
と
き

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課
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違
反
対
象
物
に
係
る

公
表
制
度
の
条
例
が
公
布

〜
平
成

　30
年
４
月
１
日
か
ら
〜

　

違
反
対
象
物
の
公
表
制
度
と
は
、

多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
た
火
災
を
教

訓
に
、
重
大
な
消
防
法
令
違
反
が
あ

る
建
物
に
つ
い
て
そ
の
違
反
内
容
を

 

６
月
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

時
刻
表
の
一
部
を
見
直
し

　

昨
年
10
月
の
料
金
無
料
化
以
降
、

多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
現
在
の
時
刻
表
で
は
一
部
の

区
間
で
定
時
運
行
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
６
月
よ
り
、
全
て
の
区
間

４
月
１
日
に
大
阪
府
自
転
車

条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

〜
７
月
１
日
か
ら
保
険
加
入
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
〜

　

大
阪
府
で
は
、
近
年
自
転
車
に
関

連
す
る
交
通
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ

る
事
を
鑑
み
、
自
転
車
を
安
全
で
適

正
に
利
用
す
る
た
め
の
必
要
な
事
項

を
定
め
る
と
と
も
に
、
自
転
車
の
交

通
事
故
防
止
お
よ
び
被
害
者
の
保
護

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
阪

府
自
転
車
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
な

ど
の
加
入
義
務
化
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

問
合
先　

大
阪
府
自
転
車
条
例
総
合

窓
口
（
☎
06
・
６
９
４
４・６
７
３
６
） 

※
詳
し
く
は
、
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
総
合
窓
口
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー

小
児
科
診
療
を
拡
充
し
ま
す

　

地
域
に
お
い
て
子
ど
も
を
安
心
し

て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
小
児
の
初
期
救
急
医

療
体
制
を
拡
充
し
、
６
月
よ
り
木
曜

日
夜
間
（
準 

夜
帯
）
の
小
児
科
診
療

を
開
始
し
ま
す
。
６
月
以
降
の
診
療

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
内
科
・
小
児
科
】

利
用
者
（
国
民
）
に
知
ら
せ
る
た
め
、

消
防
本
部
が
有
す
る
建
物
の
火
災
危

険
に
関
す
る
情
報
を
、
情
報
公
開
制

度
の
一
環
と
し
て
公
表
す
る
も
の
で

す
。

　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部
で
は
、
総

務
省
消
防
庁
通
知
に
よ
り
、こ
の
度
、

火
災
予
防
条
例
を
改
正
し
、
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
公
表
制
度
を
始
め

ま
す
。

　

公
表
の
対
象
と
な
る
建
物 

は
、
不

特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
防
火

対
象
物
で
、
消
防
法
に
よ
り
設
置
義

務
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
屋
内

消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備
お
よ
び
自
動
火
災
報
知
設
備
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
、
泉
州
南

消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
公
表
制
度
に
よ
り
、
住
民
や

事
業
所
な
ど
の
防
火
意
識
の
向
上
が

図
ら
れ
防
火
安
全
の
強
化
が
期
待
で

き
ま
す
。

問
合
先

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

予
防
課

☎
４
６
９
・
０
８
８
６

Fax
４
６
０
・
２
１
１
９

●
土
曜
日
…
午
後
６
時
〜
９
時
（
受

付
：
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分
）

●
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
30
日
〜
翌

年
１
月
３
日
…
午
前
10
時
〜
正
午（
受

付
：
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
）、

午
後
１
時
〜
５
時
（
受
付
：
午
後
０

時
30
分
〜
４
時
30
分
）

【
小
児
科
の
み
】

●
木
曜
日
…
午
後
８
時
〜
11
時
（
受

付
：
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分
）

問
合
先　

泉
州
南
部
初
期
急
病
セ

ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０ 

Fax

４
６
４
・
６
０
４
１
）

泉佐野中央ライオンズクラブから
災害活動用手袋寄贈
問合先　市民協働課

　3月24日㈭に泉佐野中央ライオンズクラブ
から、本市の消防団に対し、災害活動用手袋
150双が寄贈されました。泉佐野中央ライオ
ンズクラブ 稗田会長から泉佐野市消防団 向井
団長に目録が手渡され、市民の安心・安全の
ため、昼夜活動している消防団に感謝の言葉
が贈られました。

 

で
定
時
運
行
が
で
き
る
よ
う
に
時
刻

表
の
一
部
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

道
路
公
園
課

泉
佐
野
市
無
料
職
業
紹
介
所
を

開
設
し
ま
す

求
人
登
録
事
業
者
募
集

　　

泉
佐
野
市
で
は
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
地
域
の
元
気
を
維
持

す
る
た
め
に
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て
、
安
定

し
た
雇
用
の
創
出
や
新
し
い
人
の
流

れ
を
構
築
す
る
こ
と
を
基
本
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
新
た
な

取
組
と
し
て
、
泉
佐
野
市
の
特
色
を

生
か
し
た
無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設

し
、
求
人
と
求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
る
こ
と
で
、
就
職
困
難
者
を
は
じ

め
と
し
た
求
職
希
望
者
へ
の
支
援
を

図
り
ま
す
の
で
、
登
録
希
望
や
関
心

の
あ
る
事
業
者
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

ま
ち
の
活
性
課

（
☎
４
６
９
・
３
１
３
１
）

▲稗田会長（右端）と向井団長（左端）
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住宅リフォーム助成事業
　定住促進および地域経済の活性化を目的と
して、個人が泉佐野市内の施工業者を利用し
て行う住宅リフォーム工事に要する経費に対
して助成します。
※助成金の交付申請前に行われたリフォーム
工事は対象外
対象住宅
●泉佐野市内において、築５年以上で、建築
基準法第６条の２第１項の規定による確認済
証が交付されたものであって、補助金の交付
を受けようとする者が居住またはこれから居
住しようとする住宅
●店舗、事務所などとの併用住宅にあっては、
補助対象者の居住部分に、共同住宅にあって
は補助対象者の居住専用部分に限る
●賃貸住宅除く
対象者
●市税について滞納が無い
●住宅リフォーム工事について泉佐野市内の
施工業者を利用する
※市内の施工業者とは、市内に本店を有する法
人または市内に住所を有する個人業者を言いま
す。法人の場合は法人番号により、個人業者の
場合は印鑑証明書の住所により確認します。ま
た、建設業許可が必要となる工事については、
建設業許可番号を確認します。
内容
●住宅リフォーム対象工事に要した費用が30万
円以上である場合に、一律10万円の補助金を交付
●同一補助対象住宅および同一補助対象者に
ついては、1回限り
●補助対象となる工事内容については ホーム
ページをご覧になるか、問い合わせてください。
問合先　都市計画課

こ
ん
な
と
き
は

国
民
年
金
の
届
出
を
！

　

届
出
が
な
い
と
、
国
民
年
金
の
納

付
や
受
給
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者
以
外
の

人
）

●
20
歳
か
ら
60
歳
の
間
で
会
社
を
退

職
し
た
と
き
（
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
）

※
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
も
手
続

き
が
必
要
で
す
。

●
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
が
、
一

定
の
収
入
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
扶

養
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き

問
合
先　

国
保
年
金
課

国
民
健
康
保
険
加
入
の
み
な
さ
ん
へ

特
定
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

　
　
　
　

      
40
〜     
74
歳
は
必
須
項
目
）

　

特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
自
分

の
健
康
状
態
を
知
り
、
生
活
習
慣
病

予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
５
月
中

旬
頃
、
対
象
者
に
無
料
で
受
診
で
き

る
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し

た
人
、
今
年
度
中
に
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
し
た
（
受
診
予
定
含
む
）
人
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
受
診
券

の
紛
失
や
届
か
な
い
場
合
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

期
間　

受
診
券
が
届
い
た
日
〜
来
年

３
月
31
日

対
象　

40
〜
74
歳
の
本
市
国
民
健
康

保
険
加
入
者

受
診
機
関　

受
診
券
に
同
封
す
る

チ
ラ
シ
に
記
載
し
て
い
る
医
療
機

関
（
医
療
機
関
へ
の
予
約
が
必
要
で

す
）。
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
実
施

す
る
集
団
健
診
は
、
同
封
の
チ
ラ
シ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

国
民
健
康
保
険
証
、
特
定

健
康
診
査
受
診
券
、
前
年
度
の
健
診

結
果
（
受
け
た
人
の
み
）

国
民
健
康
保
険

国

民

年

金

 

問
合
先　

国
保
年
金
課

耐震診断費用・耐震改修工事の一部を補助します
　泉佐野市では地震に備えた住宅の耐震化へ、工事費などの一部
を補助します。　※事業開始は国および府の補助額確定後

問合先　都市計画課
※それぞれの受給には、条件がありますので事前に問い合わせ
てください。補助件数は、予算の範囲内となります。

補助金 対象 金額

耐震診断

昭和56年5月31日以前に建築された
木造住宅（長屋、併用住宅および共
同住宅を含み、現に居住しているも
の）で、耐震診断技術者により耐震
診断を実施するもの

耐震診断に要した
費用(1,000円/㎡
を限度とする)の
10分の9で、1戸
当たり4万5千円
限度

耐震設計

昭和56年5月31日以前に建築確認を
受けて建築され、耐震診断の結果、
耐震性が不足している木造住宅（長
屋、併用住宅および共同住宅を含み、
現に居住しているもの。賃貸住宅は
除く）

耐震設計に要し
た費用の10分の7
で、1戸当たり10
万円限度

耐震改修

昭和56年5月31日以前に建築確認を
受けて建築され耐震診断の結果、耐
震性が不足している木造住宅（長屋、
併用住宅および共同住宅を含み、現
に居住しているもの。賃貸住宅は除
く）で、耐震設計を行った後、改修
することにより耐震性が確保される
こと

1戸当たり70万円
限度で、限度額未
満の場合はその額
（年間所得の低い
人は90万円）

住宅改造
耐震改修補助による耐震改修工事
と同時に同一棟で実施する住宅リ
フォーム工事

1戸当たり40万円
限度で限度額未満
の場合はその額

住宅除却

昭和56年5月31日以前に建築確認を
受けて建築され、耐震性が不足して
いると判定された木造住宅（長屋、
併用住宅および共同住宅を含み、現
に居住しているもの。賃貸住宅は除
く）

1戸（長屋、共同
住宅は1棟）当た
り80万円限度で、
限度額未満の場合
はその額
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納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
し
た

　

４
月
末
に
納
税
通
知
書
「
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
（
土
地
・
家
屋
）、

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）、
軽
自

動
車
税
」
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

納
期
限
ま
で
に
金
融
機
関（
銀
行
・

農
協･

郵
便
局
な
ど
）、
市
役
所
な
ど

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
30
万
円
以
下
の
固
定
資
産

税
・
軽
自
動
車
税
・
市
府
民
税
（
普

通
徴
収
分
）
は
、
納
付
書
に
記
載
す

る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
で
き
ま
す
。

【
口
座
振
替
で
の
納
付
の
場
合
】

　

通
知
書
の
税
額
が
、
指
定
口
座
に

残
っ
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。（
領
収
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
の

で
、
通
帳
記
帳
な
ど
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。）

※
新
た
に
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場

合
は
、
取
扱
期
限
ま
で
に
税
務
課
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
は
２
期
以
降
の
期
別

納
付
か
ら
、
軽
自
動
車
税
は
来
年
度

分
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税

通
知
書
】

　

納
税
通
知
書
（
土
地
・
家
屋
）
に

減
免
制
度

【
固
定
資
産
税
】

　

収
入
が
少
な
い
高
齢
者
な
ど
が
所

有
す
る
居
住
用
資
産
（
土
地
・
家
屋
）

の
う
ち
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も

の
に
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
広
報
４
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

納
期
限
（
今
年
度
第
１

期
分
は
５
月
31
日
㈫
ま
で
）

必
要
な
も
の　

平
成
28
年
度
納
税
通

知
書
、
印
鑑
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

ま
た
は
「
通
知
カ
ー
ド
と
身
元
証
明

書
」

【
軽
自
動
車
税
】

　

次
の
軽
自
動
車
な
ど
に
は
減
免
制

度
が
あ
り
ま
す
。

は
、
面
積
、
評
価
額
、
税
額
な
ど
を

記
載
し
た
課
税
資
産
明
細
書
も
添
付

し
て
い
ま
す
。

【
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
】

　

納
税
通
知
書
に
添
付
し
た
「
軽
自

動
車
税
納
税
証
明
書（
継
続
検
査
用
）」

は
、
検
査
受
け
時
に
使
え
ま
す
の
で
、

検
査
証
と
一
緒
に
保
存
し
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
の
人
に
は
、
振
替
終

了
後
に
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
納
税
証
明
書
欄
に
「
＊
」
が
入
っ

て
い
る
も
の
、
金
融
機
関
な
ど
の
領

収
印
が
な
い
も
の
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
市
役
所
で
納
税
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
疑
問
に
答
え
ま
す

【
都
市
計
画
税
】

Ｑ
．
固
定
資
産
税
と
あ
わ
せ
て
都
市

計
画
税
を
納
め
て
い
ま
す
が
、
都
市

計
画
税
と
は
ど
の
よ
う
な
税
な
の
で

し
ょ
う
か
？ 

Ａ
．
都
市
計
画
税
は
、
使
い
み
ち
が

特
定
さ
れ
て
い
る
税
金
で
、
都
市
計

画
事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど

の
事
業
費
用
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
街
路
や
公
園
の
整

備
、
下
水
道
の
普
及
、
駅
前
再
開
発

な
ど
、
泉
佐
野
の
ま
ち
全
体
の
都
市

環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
都
市
計
画
税
は
、

●
身
体
な
ど
に
障
害
を
有
す
る
人
が

所
有
し
て
い
る

●
生
計
を
同
じ
く
す
る
人
が
所
有
し
、

身
体
な
ど
に
障
害
を
有
す
る
人
の
た

め
に
使
用
し
て
い
る

●
専
ら
身
体
障
害
者
な
ど
の
利
用
に

供
す
る
た
め
の
構
造
の
も
の

申
請
期
限　

５
月
31
日
㈫

必
要
な
も
の　

印
鑑
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
運
転
免
許
証
、「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
通
知
カ
ー
ド
と

身
元
証
明
書
」

※
番
号
法
施
行
に
伴
い
、
各
々
の
減

免
申
請
書
に
「
個
人
番
号
」（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
の
記
載
が
必
要
で
す
。

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
・
償
却

資
産
含
む
）
の
第
１
期
と
軽
自
車
税

の
納
期
限　

５
月
31
日
㈫

●
延
滞
金

　

納
期
限
ま
で
に
納
税
し
な
い
場
合

は
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
を
あ
わ
せ
て
納
め
て
い
た

大阪府からのお知らせ
～自動車税の納期限は5月31日㈫です～
　納税通知書に記載の金融機関、郵便局、
コンビニエンスストア、クレジットカー
ド（インターネットによる手続き）で納
期限までに納めてください。
問合先　大阪府自動車税コールセンター

（☎0570-020156）

税務署からのお知らせ
～e-Taxをご利用ください～

　国税電子申告・納税システム(e-Tax)
とは、税務署や金融機関の窓口に行かな
くても、所得税、法人税、消費税、酒税、
印紙税などの申告、すべての税目の納税、
申請・届出などの手続が、自宅やオフィ
スあるいは税理士事務所などから、イン
ターネットを利用してできるシステムで
す。
※e-Taxに関する詳細は、e-Taxホーム
ページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）
へアクセスしてください。
問合先　泉佐野税務署（☎462-3471） だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
た
納
税
者
と

の
公
平
を
保
つ
た
め
、
ま
た
、
大
切

な
市
税
を
確
保
す
る
た
め
に
、
滞
納

し
て
い
る
人
の
財
産
（
不
動
産
、
預

貯
金
、
給
料
な
ど
）
す
べ
て
を
調
査

し
、
差
し
押
さ
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

「
大
阪
府
域
地
方
税
徴
収
機
構
」

に
よ
る
共
同
徴
収

　

昨
年
度
よ
り
大
阪
府
域
に
お
い
て

「
大
阪
府
域
地
方
税
徴
収
機
構
」
が

設
置
さ
れ
、
本
市
を
含
む
府
内
27
市

町
と
大
阪
府
が
市
税
・
府
税
の
共
同

徴
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者

に
は
順
次
、
徴
収
機
構
へ
の
「
引
継

ぎ
予
告
書
」
を
送
付
し
、
府
職
員
と

市
町
職
員
に
よ
る
共
同
徴
収
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

個
々
の
事
業
に
よ
っ
て
周
辺
の
都
市

環
境
が
改
善
さ
れ
た
人
だ
け
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、広
く
市
内
の
市
街
化
区
域
内
に
、

土
地
や
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
人
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
26
年
度
都
市
計
画
税
収
入
額

…
14
億
１
，
７
２
０
万
円

 　

税問
合
先　

税
務
課
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報報情情てて育育子子
◆子育て支援課（☎463-1212 Fax464-9314）◆子育て支援課（☎463-1212 Fax464-9314）
◆保健センター（☎463-6001 Fax461-4571）◆保健センター（☎463-6001 Fax461-4571）
◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　5月19日㈭ 午前9時30分～11時
対象　平成27年5月20日～12月20日生まれの乳児
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘れると接種できません）
場所・問合先　保健センター 

毎月19日は「食育の日」
～朝食でさわやかな１日を

朝食に野菜を一皿食べよう～
問合先　保健センター 

０歳児育児教室
場 所 電話番号 実 施 日 定員
北保育所 468-8005

5月～来年3月の第2木曜日 8組泉佐野保育所 462-2913
南保育所 468-8170
ひかり保育園 465-1447 5月～来年3月の第2火曜日

6組下瓦屋保育園 463-3359 5月～来年3月の第2木曜日鶴原保育園 463-0065
こども園杉の子 464-0379 5月～来年3月の第4月曜日 3組こども園つばさ 463-3713
こだま保育園 464-2598 6月～来年3月の第2月曜日 6組
時間　午前10時～11時
対象　市内在宅の3ヵ月～1歳6ヵ月の子どもと保護者
申込・問合先　各保育所（園）へ直接または電話で
※毎月申込が必要。北保育所はのぞみこども園、泉佐野保育所は
さくらこども園、南保育所ははるかこども園として運営しています。

仕事を探している
ひとり親家庭などのみなさんへ

「母子家庭等就業・
自立支援センター」

をご利用ください
　就職・転職・職場の悩みなどについての
相談に応じます。
●働きたい人には、情報提供・職業紹介
●面接に備えて就職セミナー
●困ったときにヘルパー派遣
相談日　月～土曜日 午前10時～午後4時
※要予約、一時保育あり
場所・申込・問合先
大阪府母子家庭等就業・自立支援センター
（谷町福祉センター6階 地下鉄「谷町6丁目」
駅⑥出口すぐ ☎06-6762-9498）

　3回食の頃からの 
離乳食講習会（予約制）

　鉄分が不足する頃です。上手に鉄分を摂れる、手づかみ
食べのメニューを紹介します。
※「スタートの頃から」の次回は6月実施予定
日時　5月26日㈭ 午後1時30分～3時
定員　15人（先着順）　持ち物　母子健康手帳
場所・申込・問合先　保健センター
※離乳食講習会後、赤ちゃん相談会もしています。体重計
測が自由にできます。

泉州南部初期急病センター
（☎464-6040）

受付　
●土曜日…午後5時30分～8時30分
●日曜日、祝・休日…午前9時30分～11
時30分、午後0時30分～4時30分
診療科目　小児科、内科
※6月より小児科診療を拡充します。詳
しくは、12ページをご覧ください。

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

【
事
例
１
】

　

高
校
生
の
娘
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
お

試
し
価
格
６
０
０
円
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
た
ら
商
品
券
２
，
０
０
０
円

分
が
も
ら
え
る
」
と
い
う
ダ
イ
エ
ッ

ト
サ
プ
リ
の
広
告
を
見
て
申
し
込
ん

だ
。
お
試
し
商
品
が
届
い
た
２
週

間
後
に
ま
た
送
ら
れ
て
き
て
、
６
，

９
８
０
円
の
請
求
書
も
入
っ
て
い

た
。
親
が
業
者
に
連
絡
し
た
が
、「
４

回
購
入
が
条
件
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
購
入
後
に
再
度
連
絡
を
」
と
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
。

【
事
例
２
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
販
売
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格
の
健
康
食
品
を

注
文
し
た
。
１
回
だ
け
の
つ
も
り

だ
っ
た
の
に
翌
月
も
同
じ
商
品
が
届

い
た
。
業
者
に
解
約
の
電
話
を
し
た

が
つ
な
が
ら
な
い
の
で
、
キ
ャ
ン
セ

ル
依
頼
の
メ
ー
ル
を
送
っ
て
商
品
の

受
取
拒
否
を
し
た
。
後
日
、
代
金
と

送
料
の
合
計
金
額
の
請
求
書
が
送
ら ネット通販の定期購入に注意！

れ
て
き
た
。

【
解
説
】

　

通
信
販
売
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の

多
く
は
、
お
試
し
価
格
で
商
品
を
１

度
だ
け
購
入
し
た
つ
も
り
が
、
そ
の

後
も
商
品
が
届
い
て
数
回
購
入
が
条

件
の
定
期
購
入
だ
っ
た
こ
と
に
気
付

く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

事
例
１
の
業
者
の
サ
イ
ト
に
は
、

「
未
成
年
者
は
親
の
了
承
を
必
ず
得

る
よ
う
に
」
と
い
う
記
載
と
、「
注

文
を
し
た
時
点
で
親
の
了
承
を
得
た

と
見
な
す
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
ま

し
た
。

　

事
例
２
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
な
ど
で
申
し
込
み
、
ア
ド
レ
ス
を

登
録
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
解
約
の

連
絡
は
電
話
の
み
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
い
と
い
う
状
況
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

強
調
さ
れ
た
お
得
な
「
値
引
き
」

部
分
の
説
明
だ
け
し
か
見
て
い
な
い

の
で
、
定
期
購
入
が
条
件
で
あ
る
こ

と
に
気
付
か
な
い
で
契
約
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。「
割

引
価
格
」
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
購
入
や

返
品
の
条
件
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
特
定
商
取
引
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
事
業
者
名
、
住
所
、

電
話
番
号
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
は
な
い
の
で
、
事
業
者
が
サ
イ

ト
に
明
記
し
て
い
る
返
品
の
ル
ー
ル

に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
返

品
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
場
合

は
、
商
品
受
取
後
８
日
以
内
な
ら
送

料
を
負
担
し
て
返
品
で
き
ま
す
。 
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16広報いずみさの 平成28年5月号

い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
245
回

「
卑
弥
呼
の
時
代
と
泉
州
」

レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、祝日（祝日月曜日、祝日（祝日
が月曜日の場合はその翌日、が月曜日の場合はその翌日、
日曜日の場合はその翌々日）日曜日の場合はその翌々日）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

　

大
阪
湾
に
面
し
た
泉
佐
野
市
は
、

地
の
利
を
生
か
し
た
漁
業
が
盛
ん
で

す
。
漁
港
で
は
水
揚
げ
さ
れ
た
ガ
ッ

チ
ョ
や
ワ
タ
リ
ガ
ニ
な
ど
の
特
産
品

を
は
じ
め
、
魚
介
類
の
セ
リ
が
活
況

を
呈
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
当
地

で
の
漁
業
活
動
や
海
産
物
の
利
用

は
、
は
る
か
に
昔
ま
で
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。
今
回
の
春
季
特
別
展
は
、「
卑

弥
呼
の
時
代
と
泉
州
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
展
示
を
行
い
ま
す
。
展
示
で
は

堺
市
下
田
遺
跡
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に

卑
弥
呼
の
時
代
を
紹
介
し
、
ま
た
特

徴
的
な
地
域
色
を
示
す
泉
佐
野
の
遺

跡
に
つ
い
て
も
、
か
か
わ
り
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

　

卑
弥
呼
の
時
代
は
、
考
古
学
の
時

代
で
い
え
ば
、
ち
ょ
う
ど
弥
生
時
代

か
ら
古
墳
時
代
へ
移
り
変
わ
る
頃
で

す
。
こ
の
時
代
に
は
、
そ
れ
ま
で
の

地
域
社
会
中
心
の
段
階
か
ら
、
古
墳

の
誕
生
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
的
変
化
が
あ
っ
て
、
よ
り
広
域
な

政
治
社
会
が
作
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。
な
か
で
も
近
畿
地
方
は
、
大
和

を
は
じ
め
と
し
て
先
進
的
な
役
割
を

果
た
し
た
地
域
で
す
。
泉
州
は
そ
の

中
心
部
か
ら
は
ず
れ
ま
す
が
、
や
は

り
同
じ
よ
う
に
弥
生
か
ら
古
墳
へ
と

 特別展講演会
第1回「卑弥呼の時代と下田遺跡」
　地方の拠点集落の成長から、弥生から古墳への移り変わりを探ります。
開催日　5月21日㈯

第2回「古墳のはじまり」
　墓制の変化を中心に、弥生社会と古墳社会の違いを考えます。
開催日　6月18日㈯ 

いずれも
時間　午後1時30分～3時（受付：午後1時～）
定員　60人（先着順）
講師　西村　歩（レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの 
副館長）
場所・申込・問合先　5月6日㈮以降にレイクアルスタープラザ・カワサ
キ歴史館いずみさのへ
※受講無料

春季特別展　 
卑弥呼の時代と泉州
～拠点集落「下田遺跡」を

探る～
日時
5月14日㈯～7月10日㈰ 
午前9時～午後5時（入館は午後4
時30分まで）
場所・問合先　レイクアルスター
プラザ・カ
ワサキ歴史
館いずみさ
の
※入館無料

社
会
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

下
田
遺
跡
は
泉
州
地
域
の
中
で
も

最
大
の
拠
点
集
落
と
い
っ
て
も
よ
い

ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
２
世
紀
後
半
か

ら
４
世
紀
に
か
け
て
営
ま
れ
た
遺
跡

で
す
。
こ
の
た
め
出
土
し
た
遺
物
の

量
も
多
く
、
大
溝
な
ど
の
遺
構
か
ら

土
器
、
木
製
品
な
ど
が
大
量
に
出
土

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
一
般
集
落

と
同
じ
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
地
方

の
有
力
豪
族
の
生
活
の
一
端
が
わ
か

る
特
別
な
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
弥

生
後
期
か
ら
古
墳
前
期
ま
で
継
続
す

る
た
め
、
遺
物
を
通
じ
て
そ
の
間
の

社
会
の
変
容
が
よ
く
わ
か
る
内
容
で

す
。
ま
た
住
居
な
ど
の
遺
構
に
つ
い

て
も
同
様
で
、
生
活
様
式
の
変
化
が

う
か
が
え
る
も
の
で
し
た
。

　

下
田
遺
跡
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
日

本
で
も
最
大
級
の
古
墳
群
の
ひ
と
つ

で
あ
る
百
舌
鳥
古
墳
群
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
４
世
紀
末
か
ら
始

ま
る
古
墳
群
の
成
立
に
は
下
田
遺
跡

集
落
の
人
々
が
深
く
関
わ
っ
た
可
能

性
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
重
要
な

立
場
に
あ
っ
た
遺
跡
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

下
田
遺
跡
で
は
、
そ
の
ほ
か
の
注

目
さ
れ
る
遺
物
と
し
て
、
弥
生
後
期

の
銅
鐸
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
銅

鐸
は
今
で
は
変
色
し
て
い
ま
す
が
、

出
土
し
た
当
時
は
埋
め
ら
れ
た
時
と

同
じ
金
属
色
を
保
っ
て
い
ま
し
た
。

近
く
に
は
下
田
遺
跡
の
前
身
の
可
能

性
が
あ
る
弥
生
時
代
の
大
集
落
、
四

ツ
池
遺
跡
が
あ
り
、
銅
鐸
と
の
関
連

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
別
展
で
は
こ

の
下
田
銅
鐸
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま

す
。 ▶

古
墳
時
代
の
土
器
や
木
製
品
が
大

量
に
出
土
し
た
大
溝

泉佐野市H28.05月号.indb   16 2016/04/20   13:37:37



人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

５
月
１
日
〜
７
日
は

憲
法
週
間

　

５
月
３
日
の
「
憲
法
記
念
日
」
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
昭
和
22

年
５
月
３
日
に
、
現
在
の
「
日
本
国

憲
法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念

し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

憲
法
と
は
、
国
が
何
を
大
切
に
し

て
、
ど
ん
な
国
を
つ
く
っ
て
い
く
の

か
を
国
の
内
外
に
向
け
て
示
し
た
も

の
で
、
わ
た
し
た
ち
が
生
き
て
い
く

う
え
で
の
基
礎
に
な
る
も
の
で
す
。

　

現
在
の
憲
法
は
、「
平
和
主
義
」

「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」「
主
権
在

民
」
を
基
本
理
念
に
し
て
お
り
、
わ

た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
た
め
の
も

の
で
す
。
憲
法
第
11
条
に
は
「
国
民

は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有

を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国

民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵

す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と

し
て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与

え
ら
れ
る
。」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
す
べ
て
の
人
が
人
間
と
し
て
自

由
に
幸
福
に
生
き
て
い
く
た
め
に
憲

法
が
あ
る
の
で
す
。

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
を
は
じ
め
、
人

権
侵
害
事
件
が
連
日
、
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
来
、
憲
法
に
よ
り
守
ら

れ
る
は
ず
の
「
い
の
ち
・
人
権
」
が

簡
単
に
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
い
ま
い
ち
ど
憲

法
の
精
神
に
た
ち
も
ど
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
深
く
か

か
わ
っ
て
い
る
憲
法
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

人
権
推
進
課

男
女
共
同
参
画
ひ
ろ
め
隊

月
１
ラ
ジ
オ
体
操
会

「
季
節
の
変
わ
り
目
が
つ
ら
い
と
き

の
『
ゆ
る
ヨ
ガ
』」

 （
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

男
女
共
同
参
画
を「
身
近
な
も
の
」

に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
月
１

ラ
ジ
オ
体
操
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
お
し
ゃ

べ
り
で
心
を
解
放
す
る
、
ゆ
る
や
か

な
時
間
で
す
。季
節
の
変
わ
り
目
は
、

だ
る
さ
や
憂
鬱
な
気
分
を
感
じ
や
す

い
も
の
。
難
し
い
ポ
ー
ズ
は
一
切
な

い
「
ゆ
る
ヨ
ガ
」
で
不
調
を
解
消
し

ま
し
ょ
う
。
簡
単
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
が
得
ら
れ
ま
す
。

日
時　

６
月
６
日
㈪

泉
佐
野
市
人
権
を
守
る
市
民
の
会

学
習
会
と
総
会

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

５
月
28
日
㈯

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

内
容
・
時
間

●
学
習
会
…

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
演 

あ
ー
よ
か
っ
た
な 

あ
な
た
が

い
て 

〜
「
優
し
さ
」
と
い
う
温
か

い
貯
金
〜 

仲
島
正
教
さ
ん
（
教
育

サ
ポ
ー
タ
ー
）

●
総
会
…
午
後
３
時
40
分
〜
４
時

問
合
先　

泉
佐
野
市
人
権
を
守
る
市

民
の
会
（
人
権
推
進
課
内
）

※
入
場
無
料
、
手
話
通
訳
あ
り
。

　

一
時
保
育
（
要
予
約
）
希
望
者
は

５
月
24
日
㈫
ま
で

憲
法
週
間
行
事

成
年
後
見
制
度
説
明
会

日
時　

５
月
25
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

大
阪
家
庭
裁
判
所
８
階
大
会

議
室
（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
４
丁

目
１
番
13
号
）

対
象　

成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
て

い
な
い
人

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

５
月
11
日
㈬
以
降

識
しき

字
じ

教
きょう

室
しつ

 学
がっ

級
きゅう

生
せい

募
ぼ

集
しゅう

！
　識

しき

字
じ

教
きょう

室
しつ

を開
かい

催
さい

しています。参
さん

加
か

希
き

望
ぼう

者
しゃ

は、気
き

軽
がる

に電
でん

話
わ

してください。
●生

しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

課
か

（レイクアルスタープラ
ザ・カワサキ中央図書館内）
☎469-7132 Fax469-7133
●鶴

つる

原
はら

識
しき

字
じ

教
きょう

室
しつ

（北
ほく

部
ぶ

市
し

民
みん

交
こう

流
りゅう

センター 
本
ほん

館
かん

） 下
しも

瓦
かわら

屋
や

222-1
☎464-5725 Fax469-2284
●樫
かし

井
い

識
しき

字
じ

教
きょう

室
しつ

（南
なん

部
ぶ

市
し

民
みん

交
こう

流
りゅう

センター
本
ほん

館
かん

および長
ちょう

寿
じゅ

園
えん

） 南
みなみ

中
なか

樫
かし

井
い

476-2
☎466-1641 Fax466-4744
●下

しも

瓦
かわら

屋
や

識
しき

字
じ

教
きょう

室
しつ

（問
と

い合
あ

わせは生
しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

課
か

へ）

（
土
・
日
曜
日
除
く
）
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
に
電
話
で
、
大
阪
家
庭

裁
判
所
事
務
局
総
務
課
（
☎
０
６
・

６
９
４
３
・
５
６
９
２
）
へ

※
参
加
無
料

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
崎
浩
子
さ
ん
（
男
女
共
同

参
画
ひ
ろ
め
隊
市
民
講
師
）

申
込
・
問
合
先　

人
権
推
進
課

※
参
加
無
料
。
服
装
は
運
動
の
で
き

る
も
の
で 

▲仲島正教さん
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高
齢
者
向
け
の

年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金

申
請
受
付
開
始

　

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

４
月
末
に
個
別
通
知(

申
請
書)

を
送

付
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法　

７
月
29
日
㈮
ま
で
に
郵

送
（
当
日
消
印
有
効
）
で
障
害
福
祉

総
務
課
、
ま
た
は
直
接
市
役
所
１
階

特
設
会
場
へ

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
申
請
受
付
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
専
用
電
話

☎
０
５
７
０
・
６
６
６
・
３
７
１ 

Fax
４
６
３
・
８
６
０
０

※
対
象
者
な

ど
詳
し
く
は
、

広
報
い
ず
み

さ
の
４
月
号

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　泉佐野市では、市民のみなさんに、食育や運動など、健康に関する
取組に一層励んでいただき、健康から活力ある地域づくりを築くこと
を目的として、3月23日に健康都市を宣言しました。

 【宣言文】
　健康であることは、すべての市民の願いであり、人生を豊かにし、活
力のある社会を築くことにつながります。また、本市がめざす「ひと」
に視点を置いたまちづくりの基盤となるものです。
　泉佐野市は、市民一人ひとりが主役となり、お互いに支え合いながら、
生涯にわたる健康づくりに取り組むことで「すべての市民が健康なまち
いずみさの」をめざし、ここに健康都市を宣言します。
1　私たちは、いつまでも元気で自分らしい生活を送り、健康寿命を延ば
　します。
2　私たちは、病気の予防や健康増進のために、自らの健康状態を知り、
　生活習慣の改善に取り組みます。
3　私たちは、一人ひとりが主役となり、家庭、地域などが互いに支え合
 う環境をつくることで、市民全体の健康を維持します。

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ

りんくうタウン「歩き愛です（あるきめです）」
ウォーキングイベント開催！

　歩くことによる市民のみなさんの健康づくりの推進とりんくうタウン
の賑わいづくりを目的に「りんくうタウン歩き愛です」を開催します。
　参加証の歩数計（オムロン製高性能歩数計）を持ってウォーキングす
ることで歩数を獲得、ウォーキングエリア内に設置したクイズに正解す
るとボーナス歩数が追加されます。抽選会では、合計歩数に応じて協賛
企業（約50社）様からの賞品が抽選で当たります。
開催日　5月29日㈰　※雨天決行
受付時間・場所　午前9時～正午にりんくうパピリオ星の広場で
定員　1,000人（先着順）
参加費　1,000円（参加証の歩数計を贈呈、全員に参加賞あり）
※泉佐野モバイル（市役所玄関横）で事前に支払えます。（日曜日、祝
日除く 午前10時～午後７時）
問合先　りんくうタウン歩き愛です実行委員会事務局（保健センター内）
※歩数計（参加証）を持っていると、他自治体などが開催する「歩き愛 です」イベントに参加できます。詳
しくは「歩き愛です」ホームページ（http://arukimedesu.jp/）をご覧ください。

　健康都市宣言
記念式典・講演

　宣言を記念して、式典、講
演を開催します。
日時　5月11日㈬ 午後6時～
場所　エブノ泉の森 小ホール
定員　450人（先着順）
講師　山下静也さん（地方独
立行政法人 りんくう総合医療
センター病院長）
問合先　保健センター
※申込不要、参加無料 

泉佐野市は泉佐野市は健康都市を宣言しました健康都市を宣言しました
問合先　保健センター

（☎463-6001）
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平
成
29　  
年
度

共
同
募
金
配
分
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

対
象　

民
間
社
会
福
祉
事
業
、
更
生

保
護
事
業
、
そ
の
他
社
会
福
祉
を
目

的
と
す
る
事
業
を
、
府
内
で
平
成
29

年
度
に
行
う
法
人
・
団
体

申
請　

５
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮
に
泉

佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

問
合
先　

大
阪
府
共
同
募
金
会
（
☎

06
・
６
７
６
２・
８
７
１
７ 

Fax

 

06
・

６
７
６
２・
８
７
１
８ 

e
メ
ー
ル
： 
ai-kibou@

akaihane-osaka.
or.jp) 

※
e
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
の
場
合

は
、件
名
に
「
配
分
申
請
に
つ
い
て
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
w
w
.akaihane-osaka.or.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
・
特
定
健
診
が

変
わ
り
ま
す

　

受
付
方
法
も
変
わ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

変
更
点

●
各
種
が
ん
検
診
が
1
日
で
受
け
ら

れ
る
日
を
設
定
し
ま
す
。
ま
た
、
女

性
の
た
め
に
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診
デ
ー

（
い
ず
れ
も
予
約
制
）を
設
定
し
ま
す
。

●
被
扶
養
者
に
限
り
、
加
入
の
医
療

保
険
に
関
係
な
く
特
定
健
診
が
受
け

ら
れ
る
日
を
設
定
し
ま
す
。

※
加
入
の
医
療
保
険
者
に
確
認
の
上
、

受
診
券
の
発
行
を
受
け
た
後
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
電
話
回
線
を
増
設
し
、
月
曜
日
か

ら
土
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時
に
開
設
し
ま
す
。

●
７
・
８
月 

実
施
分
を
６
月
10
日
㈮

以
降
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（

０
１

２
０
・
６
１
１
・
０
０
７
）
で
申
込
受

付
し
ま
す
。

問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
４
６
３
・
６
０
０
１
）

※
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
、
来
所

に
よ
る
申
込
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

住 所 名　称 電話番号 ＭＲ 風しん 住 所 名　称 電話番号 ＭＲ 風しん
市場南 長田医院 461-1500 ○ ○ 中　庄 ゆたかクリニック 463-7725 ○ ○

上　町
泉本医院 469-3181 ○ ○

長　滝
釈迦戸医院 465-4180 ○ ○

中野クリニック 464-0021 ○ ○ 田中医院 466-6800 ○ ○
松本医院（小児科・内科）※窓口での予約のみ ○ 樽谷医院 466-1180 ○ ○

大　西 西田医院 462-3356 ○ ○ 羽倉崎 ともクリニック 490-1118 ○ ○
上瓦屋 青松記念病院 463-3121 ○ ○ 羽倉崎上町 平野医院 465-4668 ○ ○
佐野台 矢頃クリニック 463-1018 ○ ○

日根野

泉屋内科クリニック 467-3222 ○ ○
下瓦屋 なかにし脳神経外科・内科 462-2358 ○ ○ えびすのクリニック 450-0380 ○ ○
新安松 浅井クリニック 466-0122 ○ ○ 大植医院 450-2820 ○ ○
高松北 上仁上田クリニック 462-3458 ○ ○ 中山医院 468-0303 ○ ○
高松東 福田病院 464-9499 ○ ○ 平松診療所 468-2481 ○ ○

鶴　原

おおうら整形外科 464-5841 ○ ○ 本　町 武井医院 462-7755 ○ ○
小笠原医院 462-0268 ○ ○

りんくう
往来北

リョーヤ コマツ クリニック 463-7003 ○ ○
なかつか整形外科リハビリクリニック 469-1300 ○ ○ りんくう総合医療センター 469-3111 ＊ 　
長澤医院 462-2443 ○ ○ レオゲートタワーレディースクリニック 460-2800 ○
三好医院 463-6911 ○ ○ 若宮町 山田外科医院 462-3106 ○ ○

＊妊娠希望者のみ接種できます。産婦人科まで電話で申込。
※熊取町、田尻町、泉南市、阪南市、岬町の指定医療機関でも受けることができます。上記以外での接種を希望する場合
は問い合わせてください。

風しんワクチン接種費用の助成
対象　接種当日、本市に住民票があり、風しん抗体検査の結果、抗体を保有していないと判定された人のうち、
次のいずれかに該当する人
●妊娠を希望する女性およびその配偶者　   
●妊娠している女性の配偶者　
※妊娠中の人は除く。抗体検査については、保健所にて自己負担無料で実施。（保健所における検査に限定しません。
ただし、病院での検査は自費となります。）抗体検査は、5年以内に検査されたものに限ります。女性は、接種後2ヵ
月間は妊娠を避けてください。　
助成期間　4月1日～来年3月末日　　
助成額　MR（麻しん・風しん）ワクチンは9,774円、風しんワクチンは6,275円を上限として助成
※接種を受ける前に指定医療機関で予約してください。この予防接種は任意の予防接種です。
持ち物　●風しん抗体検査結果　●健康保険証など対象者確認できる書類　●妊婦の配偶者は母子健康手帳など
問合先　保健センター（☎463-6001）
※市内の接種可能な指定医療機関は下記のとおりです。
風しんワクチン指定医療機関
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スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

市民競技大会結果
【グラウンドゴルフ】

【サッカー】

市
民
競
技
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

開
催
日　

７
月
17
日
㈰

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
（
中
学
生
以
上
）、
泉
佐
野
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
が
推
薦
す
る
者

種
別　

一
般
男
子
・
女
子
の
団
体（
３

ダ
ブ
ル
ス
）、
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）

参
加
費　

●
団
体
の
部
（
６
人
以
上
）

１
チ
ー
ム
３
，
６
０
０
円

（
学
生
２
，
４
０
０
円
）

●
個
人
の
部

１
ダ
ブ
ル
ス
１
，
２
０
０
円

（
学
生
８
０
０
円
）

抽
選　

主
催
者
側
で
実
施

申
込　

６
月
19
日
㈰
ま
で
に
所
定
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
へ

問
合
先　

稲
垣
（
☎
０
８
０
・
５
３

３
８
・
６
５
７
９
）、
木
村
（
☎
０
９

０
・
３
４
２
９
・
９
４
４
１
）

Ｎ
Ｈ
Ｇ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加

で
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を

無
料
配
布
し
ま
す
。

日
時　

５
月
５
日
㈷  

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

種
目　

ボ
ッ
チ
ャ
、卓
球
、屋
外
カ
ー

リ
ン
グ
（
雨
天
中
止
）、
フ
リ
ー
ス

ロ
ー
（
各
種
目
大
会
開
催
予
定
）

持
ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
込
・
問
合
先　

北
部
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー 

体
育
分
館
（
☎
４
６
４
・

８
７
４
５
）　

※
参
加
無
料

　
　

泉
佐
野
市
体
育
協
会

加
盟
団
体
の
活
動
紹
介

〜
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
〜

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
市
主
催
で
６
月
に
市
民
大
会
、
協
会

主
催
で
11
月
に
秋
季
大
会
、
２
月
に
冬
季
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
一
般
男
子
26
チ
ー
ム
、
一
般
女
子
６
チ
ー
ム
が
協
会
に
加
盟
し

大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
高
校
・
中
学
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

大
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
対
象
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、
競
技
人
口
の
底
辺
拡
大
に
も
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
の
部
は
、
新
規
チ
ー
ム
の
参
加
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

古
谷
（
☎
０
９
０
・
１
９
０
７
・
６
０
９
４
）

【
泉
佐
野
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
（IBBS

）
練
習
生
募
集
！
】

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
興
味
が
あ
り
、
始
め
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い

る
小
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
個
々
の
能
力
・
技
術
を
向
上
す
る
だ
け

で
な
く
、
楽
し
み
な
が
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
や
仲
間
に
対
す
る
思

い
や
り
な
ど
、
人
と
し
て
必
要
な
資
質
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
人
材

育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
泉
州
地
域
の
ミ
ニ
バ
ス
チ
ー
ム
と
の
交
流
も
盛
ん
で
、
練
習
試

合
を
し
て
大
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
体
験
教
室
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
、
電
話
ま
た

は
ｅ
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
日
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後

１
時

場
所　

日
新
小
学
校
、
長
南
小
学
校
、

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
末
広
体
育
館
（
市
民
総
合

体
育
館
）
ほ
か

対
象　

小
学
３
〜
６
年
生
の
男
女

問
合
先　

奥
野
（
☎
０
９
０
・
３
８
６
５

・
４
４
２
７ 

ｅ
メ
ー
ル
：izum

isano.
b.b.s@

ezw
eb.ne.jp

）

※
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
指
導
に

興
味
の
あ
る
人
も
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　5月1日㈰～6日㈮
は施設点検のため、
健康増進センター
プールは使用できま
せん。（トレーニング
室は使用可。5月2日
㈪は全館休館）
問合先　健康増進セ
ンター（☎469-1000 
Fax469-6666 http://
www.izumisano-c.jp/
kenko/）

優　勝 井阪勝子
準優勝 松浪和子
3　位 佛願末子

優　勝 ロングサウス
準優勝 KSCクールス
3　位 泉州蹴球クラブ
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【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時15分（日曜日は午後5時まで）
●青少年センター　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部・南部市民交流センター 本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（月曜日が祝日の場合開館し、翌日が休館）午前9時～午後5時15分
※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベン
ト

イベン
ト

インフ
ォ

インフ
ォ

 メー
ション

  メー
ション

イベン
ト

イベン
ト

インフ
ォ

インフ
ォ

  メー
ション

  メー
ション

イベン
ト

インフ
ォ

  メー
ション

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

健　

康

相　

談

福　

祉

歴　

史

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

生涯学習課の連絡先が変わりました…☎469-7132 Fax469-7133

■
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
講
座

　

絵
の
苦
手
な
人
で

も
簡
単
に
描
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
５
種

類
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら

選
べ
ま
す
。

日
時　

６
月
16
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

安
福
英
子
さ
ん
（
パ
ス
テ
ル

ア
ー
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

（
フ
レ
ー
ム
代
含
む
）

持
ち
物　

手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

５
月
12
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
６
月
９
日
㈭
ま
で

※
一
時
保
育
（
１
歳
６
ヵ
月
以
上
・
定

■
童
謡
を
歌
い
ま
し
ょ
う
♪（
全
４
回
）

日
時　

６
月
３
日
㈮
・
17
日
㈮
、
７
月

１
日
㈮
・
15
日
㈮ 

午
後
1
時
〜
３
時

定
員　

28
人
（
先
着
順
）

講
師　

高
野
真
理
子
さ
ん
（
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

資
料
代　

50
円　

※
当
日
徴
収

申
込　

５
月
10
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

■
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
私
に
な
る

魔
法
の
質
問

〜
気
軽
に
学
べ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法
〜

　

あ
ら
ゆ
る
人
間
関
係
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
応
用
で
き
ま
す
。

日
時　

６
月
17
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

講
師　

五
十
棲
惠
子
さ
ん
（
魔
法
の
質

問
キ
ッ
ズ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

申
込　

５
月
11
日
㈬
〜
６
月
７
日
㈫
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育

（
１
歳
６
ヵ
月
以
上
・
定

員
４
人・先
着
順
）
あ
り
、

希
望
者
は
申
込
時
に

員
２
人
・
先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は

申
込
時
に

青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
２
・
２
９
３
９

Fax
４
６
４
・
０
４
０
９

■
似
顔
絵
パ
ン
づ
く
り

日
時　

６
月
18
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
15
分
〜
３
時

場
所　

佐
野
公
民
館 

３
階
料
理
室

（
現
地
集
合
）

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

20
人（
先
着
順
）

材
料
費　

４
０
０
円

申
込　

５
月
16
日
㈪

以
降
に
電
話
で
。材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
６
月
11
日
㈯
ま
で

■
第
23
回 

ま
な
び
講
座

日
時　

８
月
２
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

レ
セ
プ
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
（
変
更
の
場
合
あ
り
）

内
容　

講
演
「
授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
と
合
理
的
配
慮 

〜
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
意

図
し
て
〜
」
石
塚
謙
二
さ
ん
（
豊
能
町

教
育
長
）

定
員　

２
５
０
人
（
先
着
順
）

資
料
代　

５
０
０
円

申
込　

５
月
７
日
㈯
以
降
に
氏
名
、
所

属
、電
話
番
号
、Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、PC
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
ｅ
メ
ー
ル
（seine n-c2@

city.
izum

isano.lg.jp

）
で

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
健
康
料
理
教
室

「
楽
し
く
作
っ
て
健
康
に
②
」

〜
も
う
す
ぐ
夏
で
す
。

血
管
も
イ
キ
イ
キ
と
！
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

５
月
26
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

サ
ワ
ラ
の
中
華
風
唐
揚

げ
、
人
参
と
ツ
ナ
の
炊
き
込
み
ご
飯
、

卯
の
花
汁
、
ス
ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う
と
ア

ボ
カ
ド
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
和
え
、
油
揚
げ

と
茸
の
焼
き
び
た
し

■
か
ん
た
ん
手
づ
く
り
講
座

「
草
履
の
財
布
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

か
わ
い
い
鼻
緒
が
つ
い
た
草
履
型
の

財
布
で
す
。

日
時　

５
月
27
日
㈮ 

午
後
1
時
〜
３
時

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

﨑
山
壽
美
子
さ
ん

材
料
費　

４
０
０
円

持
ち
物　

裁
縫
道

具
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
９
日

㈪
以
降
に
、
本
人
が

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で 

 

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

「
マ
ン
ゴ
ー
の
プ
リ
ン
」

　

他
に
、
も
う
一
品
作
り
ま
す
。

日
時　

６
月
６
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器

対
象　

自
身
や
家
族
の
健
康
の
た
め
に

栄
養
や
料
理
を
学
び
た
い
人

定
員　

22
人
（
先
着
順
）

講
師　

三
澤
律
子
さ
ん（
管
理
栄
養
士
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
９
日
㈪
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
込　

５
月
19
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

文
化
・
教
養

広報いずみさの 平成28年5月号21
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そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

健　

康

相　

談

福　

祉

歴　

史

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り
推
進
機
構

り
ん
く
う
中
央
公
園

☎
４
６
９・
３
３
３
２

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

①
③
…

●
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

②
…
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

①
太
田
知
佳
子
さ
ん
（
ア
ト
リ

エ
フ
ル
ー
ル 
癒
〜
美
ク
ラ
ブ
）

②
後
藤
昭
美
さ
ん（
キ
ャ
ン
デ
ィ
ポ
ム
）

③
砂
田
里
美
さ
ん
（
ハ
ー
ト
ル
ー
ジ
ュ 

癒
〜
美
ク
ラ
ブ
）

受
講
料　

各
２
，
５
０
０
円

（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物
（
①
②
）

は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

開
催
日

（
5
月
）

講 

座 

名 

①
17
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

②
19
日
㈭
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

③
20
日
㈮
初
夏
の
お
し
ゃ
れ
に
役
立

て
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー

■
絵
手
紙
教
室

〜
傘
や
カ
エ
ル
な
ど
工
作
絵
て
が
み
〜

日
時　

５
月
16
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

前
河
直
子
さ
ん（

ゆ
ー
も
あ
ー
と
）

受
講
料　

１
，６
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

申
込　

５
月
13
日
㈮
ま
で

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。

■
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
教
室

〜
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
で
作
る

夏
の
さ
わ
や
か
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
〜

日
時　

５
月
26
日
㈭

●
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

田
川
敦
子
さ
ん

（
ソ
ニ
ア
フ
ラ
ワ
ー
講
師
）

受
講
料　

２
，０
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

申
込　

５
月
23
日
㈪
ま
で

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー

☎
Fax
４
６
９・
７
１
２
５

■
憲
法
週
間
記
念
市
民
講
座

大
阪
弁
護
士
会
共
催
事
業

く
ら
し
塾
セ
ミ
ナ
ー
②

「
憲
法
か
ら
学
ぶ

〝
男
女
共
同
参
画
の
視
点
〞」

〜
夫
婦
別
姓
と
待
婚
期
間
の

最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
〜

　
「
夫
婦
同
姓
の
強
制
に
つ
い
て
」
と

「
女
性
の
み
に
存
在
す
る
再
婚
禁
止
期

間
」
を
テ
ー
マ
に
〝
男
女
共
同
参
画
の

視
点
〞か
ら
憲
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時　

５
月
26
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員 　

25
人
（
先
着
順
）

講
師　

植
木
和
彦
さ
ん

（
大
阪
弁
護
士
会 

弁
護
士
）

申
込　

5
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
児
〜

就
学
前
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に 

各
種
文
化
・
教
養

■
ハ
ー
ブ
の
会

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
手
作
り
講
習
」

　

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
可

開
催
日　

５
月
21
日
㈯

場
所　

り
ん
く
う
公
園総

合
休
憩
所
３
階

内
容
・
時
間　

●
ヒ
ン
メ
リ
講
習
…

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
エ
ッ
グ
ポ
プ
リ
講
習
…

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
コ
ル
ク
人
形
講
習
…午

後
１
時
〜
２
時

参
加
費　

各
３
０
０
円

主
催　

ハ
ー
ブ
の
会

協
力
・
問
合
先　

り
ん
く
う
公
園
管
理

事
務
所
（
☎
４
６
９
・
７
７
１
７
）

※
申
込
不
要

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
体
験
講
座

　

世
界
で
一
つ
の
美
し
い
ペ
ン
ダ
ン
ト

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
24
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

井
口　

猷
さ
ん

（
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
講
師
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

申
込　

５
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
17
日
㈫
ま
で

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

■
夏
の
寄
せ
植
え

　

室
内
に
置
く
観
葉
植
物
の
鉢
植
え

で
、
お
し
ゃ
れ
な
イ
ン
テ
リ
ア
空
間
を

演
出
で
き
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

ク
ラ
ブ
紹
介

「
児
童
美
術
」

　

体
験
レ
ッ
ス
ン
も
あ
り
ま
す
。
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

第
１
〜
４
土
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

問
合
先　

池
側

（
☎
０
９
０
・
３
０
３
７
・
２
１
８
２
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

藪　

晋
一
さ
ん（
園
芸
店
店
主
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

５
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
17
日
㈫
ま
で

■
は
じ
め
て
の
フ
ラ
（
全
２
回
）

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
音
楽
に
あ
わ
せ
て
、

フ
ラ
の
基
礎
を
教
え
ま
す
。

日
時　

６
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

レ
イ
イ
リ
マ 
ユ
ウ
コ
さ
ん（
カ

パ
フ
ラ
オ
ホ
ア
ロ
ハ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

申
込　

５
月
７
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
服
装
は
動
き
や
す
い
も

の
で
（
基
本
は
裸
足
で
す
）

■
長
生
会
連
合
会 

五
月
展

日
時

●
５
月
12
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
５
月
13
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
階
大
会
議
室

内
容 

長
生
会
連
合
会 

趣
味
ク
ラ
ブ
書

道
部
・
俳
画
部
作
品
展

問
合
先　

泉
佐
野
市
長
生
会
連
合 

会

（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内 

☎
４
６
９
・

２
１
８
１
）　

※
入
場
無
料

文
化
・
教
養
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文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
梅
雨
期
は

ア
ロ
マ
で
暮
ら
し
を
ハ
ッ
ピ
ー
に

〜
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
＆

消
臭
芳
香
剤
を
作
ろ
う
！
〜

　

植
物
由
来
の
精
油
を
使
っ
て
、
肌
に

優
し
い
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
（
50

 

ml
）
と

自
然
な
香
り
の
消

臭
芳
香
剤
（
40
ｇ
）

を
作
り
ま
す
。ハ
ー

ブ
テ
ィ
ー
の
試
飲

も
あ
り
ま
す
。

日
時　

６
月
14
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

長
南
公
民
館 

講
座
室
２

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

石
崎
よ
し
み
さ
ん
（（
公
社
）

日
本
ア
ロ
マ
環
境
協
会
認
定
ア
ロ
マ
セ

ラ
ピ
ス
ト
）

材
料
費　

６
０
０
円

申
込　

５
月
11
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
長
南
公
民
館
（
☎
４
６
５
・
０

７
８
６ 

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３
）
へ
。

材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
６
月

３
日
㈮
ま
で

問
合
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
４
６
９
・

７
１
３
２ 

Fax
４
６
９
・
７
１
３
３
）

■
第
３
９
７
回 

観
の
会

日
時　

５
月
19
日
㈭

　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

※
毎
月
第
３
木
曜
日
開
催

場
所　

佐
野
公
民
館

テ
ー
マ　
「
諺
（
こ
と
わ
ざ
）
と
人
生
」

　
　
　
　
「
平
家
落
人
伝
説
の
旅
」　

福　

祉

福　

祉

い
ず
み
さ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３・
３
５
３
０

い
ず
れ
も

申
込
は
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

子
育
て
の
手
助
け
が
必
要
な
と
き
に

備
え
て
、
ぜ
ひ
入
会
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。　

※
登
録
無
料

登
録
手
続
場
所

　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
、
子
育
て
支
援
課
、
交

流
会
会
場
、
４
ヵ
月
・
１
歳
６
ヵ
月
健

康
診
査
会
場
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
親
子
ふ
れ
あ
い
タ
ッ
チ
セ
ラ
ピ
ー

　

愛
情
を
こ
め
て
ふ
れ
あ
う
こ
と
は
、

親
子
の
絆
を
育
み
ま
す
。

日
時　

５
月
26
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

和
室

対
象　

２
ヵ
月
〜
１
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

講
師　

き
た
が
わ 

ひ
ろ
み 

さ
ん

（
Ｋ
Ａ
Ｆ
認
定
講
師
）

参
加
費　

８
０
０
円

（
会
員
６
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト

申
込　

５
月
10
日
㈫
以
降
に
電
話
で

※
体
重
・
身
長
を
自
由
に
測
定
で
き
ま

す
。
終
了
〜
午
後
２
時
に
お
茶
会
あ
り

（
弁
当
持
参
、
参
加
・
出
入
り
自
由
）

■
お
母
さ
ん
の
憩
い
の
場

M
a
m
m
a
 ca
ffè

「SO
R
R
ISO

 
BEA

TO

」（
ソ
ッ
リ
ー
ソ
・
ベ
ア
ー

ト
：
至
福
の
微
笑
）

　

子
ど
も
を
連
れ
て
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
！

日
時　

５
月
13
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
午

後
２
時
（
出
入
り
自
由
）

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

料
理
室
・
和
室

対
象　

妊
娠
中
・
育
児
中
の
人

参
加
費　

２
０
０
円

（
会
員
１
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　

弁
当
（
必
要
な
人
）

※
申
込
不
要

■
産
後
の
ケ
ア

【
産
後
ヨ
ガ
】

　

姿
勢
を
良
く
し
、体
調
を
整
え
ま
す
。

開
催
日　

５
月
20
日
㈮

講
師　

金
沢
久
美
子
さ
ん
（
助
産
師
）

【
産
後
ピ
ラ
テ
ィ
ス
】

　

体
幹
を
整
え
、
産
後
の
姿
勢
改
善
を

図
り
ま
す
。

開
催
日　

５
月
27
日
㈮

講
師　

奥
野
美
恵
さ
ん
（
助
産
師
）

■
マ
マ
友
作
り
、

一
緒
に
作
れ
ば
親
し
く
な
れ
る

〜
親
子
で
楽
し
く
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
〜

　

簡
単
に
作
れ
る
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
を

楽
し
く
作
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
！

※
離
乳
食
も
用
意
し
ま
す
。

日
時　

５
月
20
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

和
室
・
料
理
室

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

講
師　

こ
ま
つ
な 

き
な
こ 

さ
ん

（
栄
養
士
）

参
加
費　

１
組
１
，
０
０
０
円
（
会
員

８
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）、
子
ど
も
１

人
追
加
に
つ
き
２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
箸
、

子
ど
も
用
食
器
（
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
人

は
抱
っ
こ
ひ
も
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
）

申
込　

５
月
10
日
㈫
以
降
に
電
話
で

※
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
申
込
者
５
組
以
上
で
開
催

い
ず
れ
も

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

多
目
的
室

対
象　

産
後
１
ヵ
月
以
降
の
母
親

（
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
受
講
可
）

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

各
３
０
０
円

（
会
員
１
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル

※
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

申
込　

５
月
10
日
㈫
以
降
に
電
話
で

※
参
加
者
５
人
以
上
で
開
催

■
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
い
ず
み
さ
の

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
認
知
症

に
関
心
の
あ
る
市
内
在
住
・
在
勤
者
を

対
象
に
、
専
門
職
と
互
い
に
交
流
で
き

る
茶
話
会
で
す
。

日
時　

５
月
20
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

３
階

※
申
込
不
要
。
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
な
ど

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。 

■
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

　

社
会
参
加
と
、
自
ら
の
生
き
が
い
・

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
介
護
施
設
な

ど
で
話
し
相
手
や
行
事
補
助
な
ど
の
活

動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

活
動
後
は
ポ
イ
ン
ト
が
つ
き
、
年
間

最
大
５
，
０
０
０
円
受
け
取
れ
ま
す
。

日
時　

５
月
17
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー２

階
会
議
室

内
容　

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
、
認
知
症
の
理
解 

ほ
か

対
象　

介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
市
民

申
込　

５
月
13
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

泉
佐
野
市

　

社
協
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
４
・
２
９
７
７

Fax
４
６
２
・
５
４
０
０

話
す
人　

山
下
恒
美
さ
ん

（
司
法
行
政
山
下
事
務
所 

所
長
）

問
合
先　

岡
村
（
☎
４
６
４・７
７
２
３
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

健　

康

相　

談

歴　

史

福　

祉
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文
化
・
教
養

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

各
種
福
祉

■
第
5
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

ま
す
。

日
時　

５
月
21
日
㈯

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
１
時
30
分

場
所　

篭
池
公
園

（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
横
）

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介
、
活

動
パ
ネ
ル
展
、
手
話
・
車
い
す
体
験
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
模
擬
店 

な
ど

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
） 

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
子
育
て
支
援
講
座

「
読
み
聞
か
せ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
！

第
５
弾
」

〜
絵
本
の
世
界
を
み
ん
な
で
楽
し
も
う
！

参
加
型
絵
本
〜

　

大
型
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
減

災
絵
本
「
リ
オ
ン
」、
お
し
ゃ
べ
り
自

販
機
が
登
場
し
ま
す
。

日
時　

５
月
22
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

和
室

対
象

小
学
４
年
生
ま
で
の
児
童
と
保
護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

講
師　

ウ
ィ
ズ
会
員

申
込
・
問
合
先　

５
月
９
日
㈪
午
前
９

時
以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人 

ウ
ィ
ズ
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
・

Fax
４
６
６
・
１
９
６
３
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
あ
り
、
希
望

者
は
申
込
時
に 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ーつ

く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

■
あ
そ
び
の
教
室
②

〜
困
っ
て
、
悩
ん
で
、
考
え
て
、

や
っ
て
み
て　

発
見
が
い
っ
ぱ
い
〜

　

親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
９
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

多
目
的
室

定
員　

20
組(

先
着
順) 

講
師　

地
頭
所
孝
子
さ
ん

（
育
ち
合
い
研
究
所
）

持
ち
物　

弁
当

申
込　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料 

■
足
育
講
座

　

足
の
大
切
さ
と
体
と
心
の
関
係
に
つ

い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

６
月
４
日
㈯
、
７
月
２
日
㈯
、

８
月
６
日
㈯
、
９
月
３
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
全
４
回
）

※
８
・
９
月
は
親
子
で
参
加

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

多
目
的
室

対
象

０
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
本
美
保
子
さ
ん

（
足
育
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

申
込　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
あ
り
、
希
望

者
は
申
込
時
に

■
あ
そ
び
の
広
場

〜
リ
ズ
ム
遊
び
と
リ
ト
ミ
ッ
ク
〜

日
時　

６
月
３
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
愛
の
献
血

　

４
０
０
ml
献
血
限
定
で
す
。

日
時　

５
月
25
日
㈬

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

佐
野
記
念
病
院

問
合
先　

障
害
福
祉
総
務
課

■
い
つ
か
く
る
そ
の
時
に

知
っ
て
お
く
と
い
い 

手
続
き
の
は
な
し

　

定
期
預
金
の
解
約
や
自
宅
の
処
分

を
、
認
知
症
や
障
害
の
あ
る
家
族
に
代

わ
っ
て
で
き
る
か
な
ど
、
実
は
身
近
な

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、
寸
劇
な
ど

を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

５
月
28
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
階
大
会
議
室

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

講
師　

平
田
佳
之
さ
ん
（
弁
護
士
）

主
催

泉
佐
野
市
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
先　

５
月
23
日
㈪
ま
で
に

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い
と
（
泉

佐
野
市
社
協
内 

☎
４
６
４
・
３
８
３
０ 

Fax
４
６
２・
５
４
０
０
）
へ 

※
受
講
無
料

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

日
時　

５
月
25
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
出
入
り
自
由

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

３
階

問
合
先　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
館
は

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
さ
の
キ
ッ
ズ

「
第
５
回お

さ
が
り
リ
サ
イ
ク
ル
（
春
夏
）」

　

ま
だ
キ
レ
イ
だ
け
ど
不
要
に
な
っ
た

服
を
必
要
な
服
に
無
料
交
換
で
き
る
、

み
ん
な
で
つ
な
が
り
支
え
合
え
る
子
育

て
の
場
で
す
。
本
や
物
品
も
交
換
で
き

ま
す
。

日
時　

５
月
27
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

多
目

的
室

持
込
の
注
意
事
項

●
服
（
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ビ
ー
・
子
ど

も
限
定
）、
本
（
絵
本
・
図
鑑
な
ど
の

児
童
書
籍
）
は
申
込
不
要

●
物
品
（
赤
ち
ゃ
ん
用
品
・
お
も
ち
ゃ

な
ど
）
は
、
会
場
に
て
指
定
申
込
用
紙

を
記
入
し
、
残
っ
た
場
合
は
当
日
引
き

取
り
可
能
な
人
で
、
１
人
３
品
ま
で

●
す
べ
て
汚
れ
、
破
損
厳
禁
。
状
態
に

よ
り
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
各
自
で
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に
並
べ

る
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

い
ず
み
さ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
３
・

３
５
３
０
）

※
申
込
不
要
。
持
ち
込
む
服
な
ど
が
な

い
人
も
無
料
で
自
由
に
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

健　

康

相　

談

歴　

史

福　

祉
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文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。

健　

康

健　

康

保
健
セ
ン
タ
ー☎

４
６
３・
６
０
０
１

Fax
４
６
１・
４
５
７
１

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

日
時　

５
月
９
日
㈪ 

午
前
９
時
30
分

〜
10
時
30
分　

※
雨
天
中
止

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
内
在
住
者

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
服
装
・
靴

は
運
動
の
で
き
る
も
の
で 

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

【
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
】

日
時　

５
月
17
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
11
時

【
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】

日
時　

５
月
20
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
両
手
に
ポ
ー
ル
を
持
つ
の
で
、
荷
物

は
ウ
エ
ス
ト
ポ
ー
チ
、
リ
ュ
ッ
ク
な
ど

に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
（
ポ
ー
ル
の
貸

出
あ
り
）

い
ず
れ
も

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
内
在
住
者

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料
。
服
装
・
靴
は
運
動
の
で

き
る
も
の
で 

■
歯
と
お
口
の
健
康
教
室

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

６
月
４
日
〜
10
日
は
、
歯
と
口
の
健

康
週
間
で
す
。
体
に
い
い
こ
と
始
め
ま

し
ょ
う
！

日
時　

６
月
２
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

内
容　

歯
周
病
、
虫
歯
、
口
臭
な
ど
悩

み
別
、お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
策
！（
歯

科
医
師
の
話
）、
歯
磨
き
・
入
れ
歯
・

■
元
気
に
体
操 

い
ち 

に
ぃ 

さ
ん
！

【
ソ
フ
ト
ジ
ム
ボ
ー
ル
を
使
っ
て

簡
単
筋
ト
レ
】

開
催
日　

５
月
12
日
㈭

【
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
】

開
催
日　

６
月
８
日
㈬

い
ず
れ
も

時
間　

●
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
　
　

●
午
前
10
時
40
分
〜
11
時
40
分

※
い
ず
れ
か
選
択
（
同
じ
内
容
で
す
）

対
象　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

 

申
込　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料
。
服
装
・
靴
は
運
動
の
で

き
る
も
の
で

お
口
の
お
手
入
れ
方
法
（
歯
科
衛
生
士

の
実
技
）

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

歯
ブ
ラ
シ
、
手
鏡
、
健
康
手

帳
（
あ
れ
ば
）

申
込　

５
月
10
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　

※
受
講 

無
料

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
介
護
予
防
講
座

「
健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

15
分
間
の
フ
ッ
ト
ス
パ
（
足
浴
）
で

血
行
を
促
進
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
？

日
時　

５
月
24
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も
参
加
可

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込　

５
月
９
日
㈪
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で　

※
受
講
無
料

■
気
軽
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
！

　

年
齢
や
経
験
を
気
に
せ
ず
、
気
軽
に

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
人

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

受
講
料　

５
０
０
円

持
ち
物　

室
内
用
の
運
動
靴
、
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込　

５
月
９
日
㈪
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
３
１
１
１

Fax
４
６
９・
７
９
２
９

■
市
民
大
学
健
康
講
座　

５
月
例
会

「
急
性
大
動
脈
解
離
を
治
す
」

　

健
康
相
談
も
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
21
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

３
階
大
会
議
室

講
師　

松
江　

一（
心
臓
血
管
外
科
部
長
）

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

■
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

日
時　

５
月
12
日
㈭ 

午
後
１
時
〜
２
時

場
所　

３
階
大
会
議
室

内
容
・
講
師

●
体
の
状
態
に
合
っ
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー

の
選
択　
（
内
科
医
師
）

●
代
謝
Ｕ
Ｐ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
運
動
（
理

学
療
法
士
）

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

■
元
気
い
き
い
き
体
操
（
全
7
回
）

〜
脳
と
カ
ラ
ダ
を
元
気
に
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

健
康
体
操
、
肩
こ
り
・
腰
痛
予
防
、

介
護
予
防
、
認
知
症
予
防
体
操
を
学
び

ま
す
。

日
時　

５
月
17
日
〜
６
月
28
日
の
毎
週

火
曜
日 

午
前
10
時
〜
11
時
20
分

対
象　

16
歳
以
上
で
健
康
増
進
に
興
味

が
あ
る
人

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

西
村
光
代
さ
ん

受
講
料　

１
，
４
０
０
円

持
ち
物　

飲
み
物
、タ
オ
ル
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

※
服
装
・
靴
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

５
月
２
日
㈪
以
降
に
受
講
料
を

持
参
し
事
務
室
へ

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
自
力
整
体
体
験
講
座

　

肩
が
凝
る
、
す
ぐ
に
疲
れ
る
な
ど
、

固
く
な
り
が
ち
な
所
を
ほ
ぐ
し
て
健
康

体
を
取
り
戻
す
手
法
を
学
び
ま
す
。

日
時　

５
月
29
日
㈰ 

午
後
２
時
〜
４
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

井
上
由
美
子
さ
ん

（
自
力
整
体
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
ス
ポ
ー

ツ
タ
オ
ル

申
込　

５
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
24
日
㈫
ま
で

※
受
講
無
料
。
服
装
・
靴
は
運
動
の
し

や
す
い
も
の
で

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

相　

談

福　

祉

歴　

史

健　

康
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文
化
・
教
養

歴　

史

歴　

史

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

５
月
21
日
㈯ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

■
百
人
茶
会

日
時　

５
月
15
日
㈰ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

※
参
加
無
料
。
整
理
券
は
土
・
日
曜
日

に
泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館
で
配
布

■
小
中
学
生
の
陶
芸
体
験

　

お
星
さ
ま
の
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

※
小
学
生
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
で

日
時　

５
月
21
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込　

５
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
の
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
に

■
恒
例 

朝
市

日
時　

５
月
21
日
㈯ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
り
教
室
…
５
月
13
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
仕
舞
・
謡
曲
…
５
月
17
日
㈫ 

相　

談

相　

談

日　　時 場　　所

月～土曜日
午前10時～午後6時

南大阪若者サポートステー
ション（北部市民交流セン
ター本館内）

火曜日
午前10時～午後5時

阪南市(阪南市役所 商工労
働観光課内)

木曜日
第2･4日曜日
 午前10時～午後6時

和泉市（和泉シティプラザ
南棟2階 相談室）

第1･3～5金曜日
午前10時～午後5時

岸和田市（岸和田市立産業
会館内）

第1･3･5日曜日
午前10時～午後5時

泉大津市（泉大津市立勤労
青少年ホーム内）

■
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

「
特
設
人
権
相
談
」

　

基
本
的
人
権
の
尊
重
が
社
会
生
活
に

お
い
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所
３
階
３
０
２
会
議
室

問
合
先　

人
権
推
進
課

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

■
南
大
阪若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
「
働
き
た
い
け
ど
自
信
が
な
い
」
な

ど
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
若
者
（
15
〜

40
歳
未
満
）
や
保
護
者
に
、
継
続
的
な

就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
電
話
相
談
可

【
し
ご
と
の
相
談
】
※
要
予
約

【
こ
こ
ろ
の
相
談
】
※
要
予
約

日
時　

毎
週
月
〜
土
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時　

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

月
〜
土
曜
日

（
祝
・
休
日
、
年
末
年
始
除
く
）
の
午
前

10
時
〜
午
後
7
時
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
e

メ
ー
ル
で
南
大
阪
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

本
館
内 

☎
４
６
４・
０
０
０
２ 

Fax
４
６

４・
０
１
５
４ 

ｅ
メ
ー
ル
：npo@

oy
w
s.com

）
へ

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.oyw

s.com
/)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

■
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
を
応
援
し
よ
う
！

「
泉
佐
野
市
民
デ
ー
」

　

特
別
価
格
で
優
待
し
ま
す
。

日
時　

６
月
26
日
㈰

午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ

場
所　

キ
ン
チ
ョ
ウ
ス
タ
ジ
ア
ム

対
戦
相
手　

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

問
合
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
Ｊ
：
Ｃ

Ｏ
Ｍ
末
広
体
育
館﹇
市
民
総
合
体
育
館
﹈

内 

☎
４
６
２・
２
０
０
０
）

※
購
入
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
広
報
６

月
号
に
掲
載
し
ま
す
。 

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
原
子
炉
実
験
所
学
術
公
開

実
施
日　

５
月
９
日
、
６
月
13
日
、
７

月
４
日
、
８
月
１
日
、
９
月
12
日
、
10

月
24
日
、
11
月
14
日
、
12
月
12
日
、
来

年
１
月
16
日
、
２
月
６
日
、
３
月
６
日

（
い
ず
れ
も
月
曜
日
）

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

希
望
日
の
４

週
前
の
月
曜
日
ま
で
に
団
体
名
、人
数
、

責
任
者
、
連
絡
先
を
記
入
し
、
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ｅ
メ
ー
ル
で
〠
５
９
０

・
０
４
９
４ 

熊
取
町
朝
代
西
２
丁
目 

京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
総
務
掛
（
☎

４
５
１
・
２
３
０
０ 

Fax
４
５
１
・
２
６

０
０ 

ｅ
メ
ー
ル
：kengaku16@

rri
.kyoto-u.ac.jp

）
へ

※
当
日
は
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
か
健
康
保
険
証
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
小
学
生
以
下
の
入

構
に
は
、保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

■
府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

「
タ
マ
ネ
ギ
収
穫
体
験
」

　

冬
に
タ
マ
ネ
ギ
の
植
え
付
け
体
験
を

し
た
参
加
者
と
一
緒
に
、
公
園
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
）
が
大
切
に

育
て
た
タ
マ
ネ
ギ
の
堀
り
取
り
を
楽
し

み
ま
す
。
試
食
も
し
ま
す
。

日
時　

５
月
21
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
50
分
〜
正
午

※
雨
天
中
止（
前
日
午
後
１
時
に
決
定
）

場
所　

府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

（
上
之
郷
）

定
員　

11
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
参
加
決
定
者
に
の
み
連
絡
）

※
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で

参
加
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

飲
み
物
、
昼
食

※
服
装
は
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
靴
は
運

動
靴
（
で
き
れ
ば
長
靴
）
で

申
込
・
問
合
先　

月
曜
日
を
除
く
５
月

10
日
㈫
ま
で
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時（
５
月
10
日
㈫
は
午
後
３
時
ま
で
）

に
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
泉
佐

野
丘
陵
緑
地
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
☎
４

６
７
・
２
４
９
１ http://izum

isano
-kyuryo.jp/

）
へ

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
５
月
19
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。

そ
の
他

健　

康

相　

談

福　

祉

歴　

史

ス
ポ
ー
ツ
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文
化
・
教
養

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

■
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
企
画

て
く
て
く
ツ
ア
ー

「
上
之
郷
村
の
古
絵
図
を
歩
き

里
山
の
自
然
に
ふ
れ
あ
う
」

　

江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
「
上
之
郷
村
絵

図
」
を
た
ど
っ
て
歩
き
ま
す
。
見
ご
ろ
を

迎
え
た
泉
佐
野
市
の
花
「
サ
サ
ユ
リ
」
の

観
賞
と
物
づ
く
り
体
験
を
楽
し
み
ま
す
。

日
時　

６
月
５
日
㈰ 

午
前
９
時
30
分

集
合
〜
午
後
３
時
30
分
解
散
（
予
定
）

※
雨
天
決
行
（
当
日
午
前
７
時
警
報
発

令
時
は
中
止
）

集
合
・
解
散
場
所　

Ｊ
Ｒ
「
長
滝
」
駅

コ
ー
ス　

集
合
↓
条
里
水
田
↓
茅
淳
宮

跡
↓
中
屋
太
郎
の
五
輪
塔
↓
中
村
の
牛

神
↓
意
賀
美
神
社
↓
泉
佐
野
丘
陵
緑
地

（
昼
食
・
物
作
り
体
験
）
↓
正
楽
寺
↓

沢
池
↓
解
散

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
料・資
料
代
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、
敷
物

申
込
・
問
合
先　

午
前
10
時
〜
午
後
４

時
に
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

（
☎
４
５
８・３
９
０
１ 

Fax
４
１
５・１
４

２
７ 

ｅ
メ
ー
ル
：sanonoeem

on@
rinku.zaq.ne.jp

）
へ

※
当
日
の
催
行
確
認
は
午
前
７
時
以
降

に
☎
０
８
０
・
３
８
５
５
・
３
９
０
１
へ 

■
ピ
ア
ニ
カ
の
可
能
性
は
無
限
大
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
ピ
ア
ニ
カ
の
魔
術
師
」

　

誰
も
が
ピ
ア
ニ
カ
の
魅
力
を
再
発
見

で
き
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
奏
法
や
音

を
体
感
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

７
月
２
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３

時
15
分
（
開
場
：
１
時
45
分
）

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

出
演　

ピ
ア
ニ
カ
の
魔
術
師 

ミ
ッ

チ
ュ
リ
ー
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン 

Ｔ
Ｏ

Ｙ
森
松
、
ギ
タ
ー 

野
口
亮
、
ピ
ア
ノ 

西
垣
ド
ラ
ミ

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

※
全
席
自
由
席

入
場
料　

３
０
０
円
（
２
歳
以
上
）

※
１
歳
以
下
は
入
場
整
理
券
が
必
要

持
ち
物　

入
場
券
、ピ
ア
ニ
カ（
あ
れ
ば
）

入
場
券
販
売　

５
月
10
日
㈫
以
降
に
レ

イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
泉
佐
野
お
や
こ

劇
場
（
☎
４
１
５
・
０
２
２
２
）
で

共
催　

泉
佐
野
お
や
こ
劇
場

問
合
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
４
６
９
・

７
１
３
２ 

Fax
４
６
９
・
７
１
３
３
）

■
ｉ
ｃ
ａ
（
泉
佐
野
地
球
交
流
協
会
）

【
地
球
理
解
講
座
】

〜
音
と
色
は
地
球
の
言
葉
〜

　

ア
ル
パ
の
音
色
、
豊
か
な
色
彩
の
民

族
衣
装
や
絵
た
ち
は
、
あ
な
た
の
心
に

何
を
語
り
か
け
る
で
し
ょ
う
？

日
時　

５
月
22
日
㈰ 

午
後
２
時
30
分
〜

場
所　
エ
ブ
ノ
泉
の
森 

マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

講
師　

上
之
山
幸
代
さ
ん
（
作
家
）

※
参
加
無
料

【
外
国
人
の
た
め
の
相
談
サ
ー
ビ
ス
】

　

在
留
資
格
、
労
働
、
医
療
な
ど
に
つ

い
て
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
語
で
対
応
し
ま
す
。

日
時　

５
月
31
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

泉
佐
野
地
球
交
流
協
会

（
佐
野
公
民
館
隣
）

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

【
モ
ン
ゴ
ル
の
家
庭
料
理
を
つ
く
ろ
う
】

　

気
候
も
文
化
も
日
本
と
は
大
き
く
違

う
モ
ン
ゴ
ル
の
料
理
を
学
ん
だ
あ
と
、

交
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

６
月
５
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

場
所　

佐
野
公
民
館 

料
理
室

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　
バ
ー
サ
ン
フ
ー
・
オ
ユ
ン
ゲ
レ
ル

（
泉
佐
野
市
国
際
交
流
員
）

材
料
費　

５
０
０
円

い
ず
れ
も

申
込
・
問
合
先　

火
〜
金
・
日
曜
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

泉
佐
野
地
球
交
流
協
会
（
ｉ
ｃ
ａ
）（
☎

４
６
４・
７
２
０
１ 

Fax
４
６
４・
７
１
７

７ 

ｅ
メ
ー
ル
：ica@

ica.gr.jp

）
へ 

■
ク
リ
ー
ン
！
り
ん
く
う
＆

流
し
そ
う
め
ん

　

マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ
の
清
掃
活
動
後
、

流
し
そ
う
め
ん
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

５
月
15
日
㈰

※
雨
天
中
止
（Facebook
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

時
間

●
清
掃
活
動
…
午
前
９
時
〜
10
時

●
流
し
そ
う
め
ん
…

午
前
10
時
〜
正
午
（
予
定
）

場
所　
り
ん
く
う
公
園
マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ

定
員　

１
０
０
人

（
そ
う
め
ん
準
備
・
先
着
順
）

問
合
先　

一
般
社
団
法
人 

Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ

Ｙ
り
ん
く
う
（
☎
０
９
０
・
６
０
５
７

・
０
７
４
１
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料 

■
小
学
生

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ
①

　

１
泊
２
日
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
す
。

　

野
外
料
理
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
！ 

日
時　

６
月
４
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
５

日
㈰ 

午
後
３
時
（
予
定
）

集
合
・
解
散
場
所

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館

場
所

稲
倉
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

定
員　

24
人（

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

１
，５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

申
込
・
問
合
先　

５
月
３
日
㈷
〜
21
日

㈯
（
必
着
）
に
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
用
に

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
小
学
校
名
、
学

年
を
、返
信
用
に
住
所
、氏
名
を
記
入
し
、

〠
５
９
８・０
０
７
１ 

鶴
原
１
０
１
６
番

地
１ 

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

体
育
分

館
（
☎
４
６
４・８
７
４
５
）
へ

※
複
数
の
応
募
や
連
名
で
の
応
募
な

ど
、
記
載
内
容
に
不
備
が
あ
る
場
合
は

無
効
。
結
果
は
返
信
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

■
消
費
者
啓
発
講
座

「
暮
ら
し
の
中
の
危
険
と
損
害
保
険
」

〜
自
転
車
の
交
通
事
故
と
責
任
・

自
然
災
害
に
備
え
る
〜

日
時　

５
月
25
日
㈬ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

二
階
堂
公
雄
さ
ん
（
一
般
社
団

法
人 

日
本
損
害
保
険
協
会
近
畿
支
部
）

申
込
・
問
合
先　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
４
６
９
・
２
２
４
０
）

※
参
加
無
料
。一
時
保
育
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ

健　

康

相　

談

福　

祉

歴　

史

そ
の
他

相談
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視
覚
障
害
者
向
け　

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス　
利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

移動図書館 いちょう号巡回表

【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
毎週月曜日、26日㈭は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜日、祝日は午後5
時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南公民館 図書室】
毎週月曜日、3日㈷、4日㈷、5日㈷、26日㈭は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 
長南公民館 図書室 ☎465-1101 

ステーション名 5月 6月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 5月 6月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 25日 15日

水

1時00分～2時00分 府営鶴原中央住宅集会所 20日 10日

金

2時10分～3時10分

長滝町会館 25日 15日 2時20分～3時20分 上瓦屋ちびっこ広場 20日 10日 3時30分～4時30分

上大木河原織布前 25日 15日 3時50分～4時30分 大木小学校運動場前 13日 3日 1時10分～2時10分

日根野小学校裏門 18日 8日 1時10分～2時10分 府営長滝住宅集会所 13日 3日 2時40分～3時40分

府営泉ケ丘住宅集会所 18日 8日 2時40分～3時40分 府営佐野台住宅
一斉清掃ゴミ置き場前 14日 4日

土

1時15分～2時15分

佐野台小学校東門 11日 1日 1時25分～2時25分 貝田町会館 14日 4日 2時30分～3時10分

下瓦屋保育園横 11日 1日 2時45分～3時45分 新家町会館 14日 4日 3時30分～4時30分

上之郷小学校裏門 12日 2日
16日

木

1時10分～2時10分 樫井西町若宮神社境内 21日 11日 1時00分～2時00分

安松町会館 12日 2日
16日 2時30分～3時10分 府営羽倉崎住宅

中央集会所 21日 11日 2時15分～3時15分

西出町会館 19日 9日 2時20分～3時00分 湊町会館 21日 11日 3時40分～4時30分

府営鶴原北住宅集会所 19日 9日 3時30分～4時30分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場

7日
28日 18日 1時20分～2時00分

日新小学校南門 6日
27日 17日

金

1時20分～2時20分 いこらも～る泉佐野
臨時駐車場

7日
28日 18日 2時20分～3時20分

野々地蔵町内会館 6日
27日 17日 2時50分～3時30分 北中ちびっこ広場 7日

28日 18日 3時30分～4時30分

土丸長生会館 6日
27日 17日 3時50分～4時30分 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりす

る場合があります。

新着図書案内
【一般書】
▶空き家は2018年までに手放しなさ
い（沖　有人）▶子どもと楽しむにっ
ぽんの歳時記▶100歳夫婦力！（本
岡典子）▶おいしいもののまわり（土
井善晴）▶獅子吼（浅田次郎）▶薄
情（絲山秋子）▶ブルーアウト（鈴
木光司）▶お伊勢まいり（平岩弓枝）
▶当確師（真山　仁）▶ひなげしの
終活（アグネス・チャン）
【児童書】
▶なんでも日本一▶サッカク探偵団
（藤江じゅん）▶チョコちゃんときゅ
うしょく（椰月美智子）▶おふろや
さんのまねきねこ（とよた かずひこ）
▶おやすみ、ロジャー（カール・ヨ
ハン・エリーン）▶グーグースースー
（ジョヴァンナ・ゾーボリ）▶ひつじ
の王さま（オリヴィエ・タレック）
※上記以外の新着図書については、
問い合わせてください。

おはなし会
　絵本の読み聞かせ、手遊びな
どをします。
日時　5月18日㈬、6月1日㈬
　　　午前11時～11時30分
場所
レイクアルスタープラザ・カワ
サキ中央図書館 2階視聴覚室
※申込不要、入場無料

5月特別おはなし会
　絵本の読み聞かせや紙しばいな
どを行います。おはなし会に来た
ことがない人、大歓迎！ 絵本の楽
しみ方や読み聞かせにおすすめの
絵本の紹介もあります。ご家族そ
ろってお気軽に参加してください。
日時　5月8日㈰ 午後2時～3時
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
出演　紙ひこうき
定員　50人（先着順）
※申込不要、入場無料

土曜子どもシアター
日時　5月14日㈯ 午後2時～
場所
レイクアルスタープラザ・カワ
サキ中央図書館 2階視聴覚室
内容
「あらいぐまラスカル」（90分）
定員　80人（先着順）
※申込不要、入場無料
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採用・募集採用・募集

市 任期付短時間勤務職員
【介護保険認定調査員】
採用予定人数　1人
業務内容　高齢介護課で介護保
険法に基づく認定調査および介
護保険業務
受験資格　介護支援専門員の資
格および普通運転免許を有する人

【保健師・看護師】
採用予定人数　1人
業務内容　保健センターにおけ
る保健予防事業、その他これに
関連する業務
受験資格　保健師助産師看護師
法による保健師免許・看護師免
許のいずれかおよび普通運転免
許を有する人

【成長戦略担当職員】
採用予定人数　1人
業務内容　ふるさと納税および
官民連携調整業務、その他成長
戦略に関連する業務
受験資格　語学資格（英語）を
有し、パソコン（ワード・エク
セル）ができる人

【障害福祉担当職員】
採用予定人数　1人
業務内容　障害のある人の自立
支援などに関連する業務
受験資格　社会福祉士・介護支
援専門員・精神保健福祉士・介
護福祉士資格のいずれかおよび
普通運転免許を有し、パソコン
（ワード・エクセル）ができる人

【高齢福祉担当職員】
採用予定人数　1人
業務内容　高齢者支援に係る業
務、その他これに関連する業務
受験資格　社会福祉士・介護支
援専門員・精神保健福祉士のい
ずれかおよび普通運転免許を有
し、パソコン（ワード・エクセル）
ができる人

市 介護保険運営協議会委員
市民委員

　介護保険や高齢者保健福祉に
ついて、事業の進捗状況などを協
議・審議していただく委員です。
応募資格　昭和51年4月1日以前
に生まれた市内在住・在勤者
※国および地方公共団体の議会
の議員、市職員および市立小・
中学校に勤務する職員は除く
募集人数　4人
任期　委嘱日から3年間
申込・問合先　「これからの介護
保険に期待すること」をテーマ
にした小論文（800字程度、書
式自由）に住所、氏名、生年月
日、電話番号を記入し、5月27
日㈮（当日消印有効）までに〠
598-8550泉佐野市役所 高齢介
護課へ
※小論文を審査し、6月中旬に結
果を通知します。

介護相談員
　市では介護サービス充実強化
の取組の一つとして、今年度よ
り介護相談員派遣事業を実施し
ます。介護相談員は介護保険施
設などを訪問し、直接利用者か
らの相談などに応じ、問題の改
善に向けた活動を行います。
　介護相談員は介護サービスを
利用する市民と同じ目線に立つ
ことが大切であることから、市
民参加型の取組として、介護に
係る福祉ボランティア活動の経
験者または認識をもち、事業活
動に熱意のある人に活動してい
ただきます。
募集人数　6人程度（登録制）
資格　高齢福祉事業や福祉ボラ
ンティア活動に対して意欲と理
解があり、市が指定する介護相
談員養成研修（大阪市内・泉佐
野市内で8月～10月に6日間程
度実施）を受講できる市内在住
者（研修費は市負担）
報酬　訪問相談1回（2時間程度）
あたり2,000円
申込・問合先
所定の申込書を記入し、5月2日
㈪～31日㈫に持参または郵送
（当日消印有効）で高齢介護課へ
※申込書および募集要項は、ホー
ムページ（http://www.city.iz
umisano.lg.jp/kakuka/kenko
u/kaigo/）からダウンロードも
できます。

泉佐野市少年少女合唱団
～二次募集～

　みんなで楽しく歌ってみませ
んか。熱心に練習参加できる団
員を募集します。見学・体験も
できます。
※練習時間の調整について相談可
練習日時
●第1・3～5土曜日…

午後1時15分～4時45分
●第2土曜日…

午前9時15分～11時45分
場所　エブノ泉の森ホール、レ
イクアルスタープラザ・カワサ
キ生涯学習センター ほか
対象　●HOP（研修）クラス…

　市内在住の小学1・2年生
　　　●STEPクラス…

市内在住の小学3～6年生
見学申込・問合先

生涯学習課（☎469-7132）

いずれも
採用予定日　7月1日以降
試験日　5月29日㈰
受付期間　5月2日㈪～20日㈮
申込・問合先　人事課
※国籍は問いません。詳しくは問
い合わせてください。募集要項
はホームページ（http://www.
city.izumisano.lg.jp/kakuka/
somu/jinji/menu/saiyo.html）
からダウンロードもできます。
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このマークがついている画
像は、スマートフォンなど
のアプリをインストールす

ることで、動画も見ることができます。

りんくうパピリオで「マブルーク」オープン
　　　3月25日㈮、りんくうタウン駅の「りんくうパ
ピリオ」において、地方創生の交付金を活用したイン
バウンド観光特化型店舗「マブルーク」のオープニン
グセレモニーが開催されました。インバウン
ド観光を推進するために、消費税免税店、手
ぶら観光、ハラル食店などが展開されます。

市民講座「りんくう市民フォーラム」開催
　　　4月2日㈯、りんくう教育研修棟においてTBSド
ラマ「コウノドリ」のモデルとなったりんくう総合医
療センター産婦人科部長の荻田和秀医師をはじめとす
る講師が、地域医療などの現状を周知する「りんくう
市民フォーラム」が開催されました。約300
人が参加し、フォーラムの中で荻田医師に
よるピアノ演奏も楽しんでいただきました。

花紙を使ったイヌナキンの作品を寄贈
　　　障害者支援施設「光園」の利用者のみなさんが
花紙で作った「イヌナキン」の作品を、4月6日㈬、市
役所に寄贈していただきました。

いずみさのみんなの健康づくり応援団が受賞
　　　ボランティアグループ「いずみさのみんなの健
康づくり応援団」が大阪府の「第1回大阪府健康づく
りアワード」において「健康おおさか21推進府民会議
会長賞」を受賞されたことを、3月28日㈪に市長に報
告に来てくれました。「いずみさのみんなの健康づく
り応援団」のみなさんは、紙芝居などで健康に関する
啓発などの活動をされています。

泉州タオルPR特命大使にタオルねこ「たおにゃん」
グ　　「泉州タオルPR特命大使」にLINEスタンプで売
上が好評なキャラクターのタオルねこ「たおにゃん」
が就任し、3月28日㈪に開催された就任式で市長から
泉州タオルPR大使の委嘱状が交付されまし
た。今後たおにゃんには、様々なイベント
等で泉州タオルのPRに頑張っていただく予
定です。

今年も泉佐野市は桜が満開でした
　　　今年もエブノ泉の森ホール周辺は桜の花見客で
あふれていました。4月3日㈰に開催された「泉の森 
さくらフェスタ2016」では、様々なステージや府立
佐野工科高校さんによる体験型ブースなどで賑わって
いました。また、大井関公園では「大井関桜
まつり」も開催され、提灯や短冊で装飾され
た桜の木が雰囲気を盛り上げていました。

りんくうパピリオで「マブル ク」オ プン ずみさのみんなの健康づくり応援団が受賞

AR
動画

いずみさのフォトニュースいずみさのフォトニュース

AR
動画

AR
動画

AR
動画

AR
動画

※動画を見るには、右記のQRコードより市
のホームページにアクセスし、AR（拡張現
実）技術を使った無料アプリ「Aurasma」
をダウンロードしてください。
http://www.city.izumisano.lg.jp/shiho/AR.html

30広報いずみさの 平成28年5月号

泉佐野市H28.05月号.indb   30 2016/04/20   13:37:50



この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ

くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（3月受付分）

●10万円…人生道場
●2,100円+ベルマーク1,000点分
…朝日新聞サービスアンカーASA
熊取佐野東
●146,817円…佐野川柳会

傍聴できます
　当日、開催場所にて会議開始
時刻30分前から受付します。
※日時・場所は変更する場合が
ありますのでご注意ください。
【泉佐野市国民健康保険

運営協議会】
日時　5月10日㈫ 午後1時30分～
場所　市役所4階庁議室
議題　平成27年度決算見込、平
成28年度国民健康保険料につい
て など
定員　5人（先着順）
開 催担当課　国保年金課

平成28年
経済センサス‐活動調査
　今年6月1日現在で、すべての
事業所・企業を対象とした経済セ
ンサス‐活動調査を実施します。
この調査は、我が国の経済活動の
実態を明らかにすることを目的と
する重要な調査で、統計法に基づ
いた報告義務のある基幹統計調査
です。対象事業所・企業には5月
中旬より調査員がお伺いしますの
で、ご回答をお願いします。
調査実施主体　総務省、経済産業
省、大阪府、泉佐野市
問合先　市 政策推進課

中小企業総合支援制度
無料経営相談

　国が全国に設置する無料の経
営相談所「よろず支援拠点」と
の連携事業として、中小企業診
断士などの専門スタッフによる
経営相談を実施します。業種を
問わず、経営上のあらゆる悩み
の解決にむけてお手伝いをしま
す。何度でも利用していただけ
ます！気軽に相談してください。
※今年度から実施時間・場所が
変更になります。　
相談日　5月24日、6月14日・28
日、7月12日・26日、8月9日・23日、

9月13日・27日、10月11日・25日、
11月8日・22日・29日、12月6日・
13日・20日、来年1月17日・24
日・31日、2月7日・14日・21日、
3月14日・28日（いずれも火曜日）
※相談日は予告なく変更する場
合あり
時間　●午後1時～1時50分
　　　●午後2時～2時50分
　　　●午後3時～3時50分
　　　●午後4時～4時50分
　　　●午後5時～5時50分
場所　泉佐野市消費生活センター
内 相談室（南海「泉佐野」駅すぐ）
相談機関　大阪府よろず支援拠点
申込・問合先　希望する相談日
の前日までに市 まちの活性課
（☎469-3131）へ　※相談無料

南海「泉佐野」駅
駅前公衆便所の外壁に

広告を掲出しませんか
掲出料金（月額）

　5,000～12,000円
募集要項配布・申込・問合先
　募集要項を入手し、5月2日㈪
～13日㈮に必要書類を添えて環
境衛生課へ
※募集要項は市ホームページか
らダウンロードもできます。

郷土芸能講座　佐野くどき踊り
　戦後の高度経済成長期には、岸和田のだんじりか、佐野の盆踊りかと言
われるほど盆踊りが盛んで、南海「泉佐野」駅周辺においても幾重にも踊
りの輪が広がるほど盛大に踊られ、臨時列車を走らせたそうです。
　今年で41回目を迎える「泉佐野郷土芸能の集い」を盛り上げるため、当
市の郷土芸能である「佐野くどき」の踊りを体験してみませんか？みなさ
んで郷土の伝統芸能を伝承しましょう！
場所　社会福祉センター 3階大会議室
問合先　泉佐野市観光協会
　　　　（まちの活性課内 ☎469-3131 Fax463-1827）
※申込不要 、参加無料
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開催日 時間（午後）
5月17日㈫ 6時30分～8時30分
5月31日㈫ 3時～5時
6月14日㈫ 3時～5時
6月28日㈫ 6時30分～8時30分
7月12日㈫ 6時30分～8時30分
7月25日㈪ 3時～5時
8月9日㈫ 3時～5時、

6時30分～8時30分
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　3月分 約3,333ｔ（前年同月比 +1+1.96％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
3月末日現在3月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　100,934人○ 市内人口　100,934人（（－－7979人）人）
○○ 男　　　　  48,726人 男　　　　  48,726人（（－－8484人）人）
○○ 女　　　　  52,208人 女　　　　  52,208人（（++55人）人）
○○ 世帯数　　  45,302世帯（＋ 世帯数　　  45,302世帯（＋143143世帯）世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

公式携帯サイト
「泉佐野モバイル市役所」

http://www.city.izumisano.lg.jp/
m/（パソコンからもアクセス可）
※携帯電話等からの閲覧には、情
報量に応じた金額(パケット
通信料)がかかりますのでご
注意ください。

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑な
運営と充実を図るために、基金と
して積み立てています。

青少年海外研修事業 研修生募集
　本市の国際化を担う人材を育成するため、青少年をオー
ストラリアへ派遣しています。現地では英語研修を受ける
とともに、ホームステイによる生活体験や学校訪問など現
地の人たちとの交流を通じて外国の言語や文化を学ぶこと
ができます。ぜひ、参加してください。

派遣先　オーストラリア・クイーンズランド州 サンシャインコースト
期間　7月31日㈰～8月17日㈬（18日間・予定）
募集人数　10人
申込資格　（過去、この研修に参加した人除く）
平成3年4月2日～平成13年4月1日生まれの
市内在住者（今年1月1日以前より本市に住民
登録があること）であり、事前・事後研修、
帰国報告会に出席できる人
※詳しくは募集要項をご覧ください。
参加負担金　20万円（渡航研修経費の1/2相当）
※公的扶助者には減免する場合があります。
申込・問合先　募集要項を請求し、5月23日
㈪までに学校教育課へ
※募集要項はホームページ（http://www.ci
ty.izumisano.lg.jp/kakuka/kyoiku/gakko
kyoiku/menu/seisyounen/）からダウンロー
ドもできます。

【昨年度参加した研修生のレポートより（抜粋）】
●年齢も学校も違う人と知り合い、考え方も違うので私にとって
よい刺激になりました。この機会を通して、さらに英語を勉強し、
いつかホストファミリーにもう一度会いに行きたい。（17歳女性）
●日本人の感覚（ものさし）を海外でそのまま使ってはいけない
とわかりました。日本での英会話授業だけでは体験できないこと
を、この研修を通じて得ることができました。（18歳男性）
●わからないことは英語が上手く伝わらなくても正直に聞くべき
である。そうすれば先生は親身になって教えてくれるし、なんと
か理解しようとしてくれました。（20歳男性）
●有意義な時間を自ら作ることの大切さ。また、出会いの鍵は常
に自分自身にあり、どこまで自ら行動に移すことができるのかで
大きく異なってくること。そして、日本文化の素晴らしさ。それ
らのことを気づかせてくれた。（18歳女性） 

文化会館開館20周年記念 「NHK のど自慢」
　出場および観覧を希望する人は、次の要領で申し込んでください。
日時　7月17日㈰ 午前11時45分～午後1時30分（開場：午前11時）
（予選会：7月16日㈯ 午前11時45分～、結果発表：午後5時30分予定）
場所　エブノ泉の森ホール
ゲスト　森　進一、加藤登紀子

出場　予選を通過した20組のみなさん
司会　小田切千アナウンサー
主催　NHK大阪放送局、泉佐野市、一般
財団法人 泉佐野市文化振興財団
放送予定（総合・ラジオ第１・国際放送）
7月17日㈰ 午後0時15分～1時（生放送）
問合先　エブノ泉の森ホール（☎469-
7101 月曜日除く午前9時～午後9時）、
NHK大阪放送局（☎06-6949-5500 午前9
時～午後9時、土・日曜日、祝日は午前9時
～午後8時）
※NHKはみなさんの受信料で成り立つ
「公共放送」です。
　ご応募いただいた情報は、選出・抽選
結果の連絡のほか、受信料のお願いに使
用させていただくことがあります。

【出場申込】
6月7日㈫（必着）までに往復ハガキ（私製除く）の往信用裏面に郵便番号、
住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号、職業（中学生・高校生・
大学生は部活動なども記入）、歌う曲目とその歌手名、選曲理由を、返信
用表面に郵便番号、住所、氏名を記入して〠540-8501 NHK大阪放送局
「NHKのど自慢」出場係へ
注意　●応募多数の場合は250組を選出し、前日の予選会に出場いただ
きます。●中学生以上で、原則アマチュアの人が対象です（中学生は予
選会・本選どちらも保護者の同伴が必要です。保護者の氏名と電話番号も
記入してください）。●応募は1人（組）1通に限ります。●グループ
で申し込む場合は、全員の氏名（ふりがな）、年齢、性別、職業を記
入し、代表者が申し込んでください。●応募後の曲目・出場者の変更
はできません。●記入に不備があった場合は、無効になります。●「返
信用裏面」には選出結果を印刷しますので、白紙のまま送ってください。紙・
シールなどの貼り付け、修正液の使用もご遠慮ください。

【観覧申込】※入場無料
6月14日㈫（必着）までに往復ハガキ（私製除く）の往信用裏面に郵便番
号、住所、氏名、電話番号を、返信用表面に郵便番号、住所、氏名を記入
し、〠598-0005 市場東1丁目295-1 エブノ泉の森ホール「NHKのど自慢」
観覧係へ
注意　●応募多数の場合は、抽選し入場整理券（1枚で2人入場可）を送
ります。●記入に不備があった場合は無効となります。●予選会は入場自
由です（満席の場合は入場制限をすることがあります）。●「返信用裏面」
には抽選結果を印刷しますので、白紙のまま送ってください。紙・シール
などの貼り付け、修正液の使用もご遠慮ください。●インターネットオー
クションなどでの転売を目的とした申込は固くお断りします。売買を目的
とした申込であると判明した場合は、抽選対象外とさせていただきます。
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